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懐
か
し
き
阿
蘇
の
田
園
風
景

阿
蘇
市
の
一
部
の
地
域
で
は
、
今
は
懐
か
し
い
掛
け

干
し
に
よ
る
天
日
乾
燥
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



歳出総額　　　184億2,677万9千円（対前年比▲1.0％）

歳入総額　　　　193億5,646万４千円（対前年比▲4.8％）
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平 成 23 年 度

決 算 報 告
平成 23年度一般会計及び特別会計・企業会計の決算が、市議会 9月定例
会で承認されました。皆様から納めて頂いたお金や国・県から交付された
お金がどのように使われたのかお知らせします。

一 般 会 計

市税（14.6％）
28億 3,260万 5千円

分担金・負担金・
使用料・手数料

（2.3％）
4億 4,830万 4千円

財産収入・寄附金・
繰入金・諸収入

（2.4％）
4億 6,241万 1千円

繰越金（8.9％）
17億 2,989万 7千円

地方譲与税・
各種交付金（3.2％）
6億 1,065万 9千円

市債（11.3％）
21億 8,230万円

県支出金（6.9％）
13億 2,716万 9千円

国庫支出金（16.1％）
31億 2,204万 7千円

地方交付税（34.3％）
66億 4,107万 2千円

自主財源 (*1)

依存財源 (*2)

(*1) 自主財源（28.2％）　　54億 7,321万７千円
　　市税や市の施設の使用料等のように、市が独自に調達できるお金
(*2) 依存財源（71.8％）138億 8,324万７千円
　　地方交付税や国・県支出金等のように、国や県等から市に入ってくるお金

歳入

●市税
　�市民の皆さんから納めて頂
いた税金（市民税や固定資
産税、会社の法人市民税等）
●地方交付税
　�どの地域に住む住民にも一
定水準の行政サービスを提
供できるよう国から交付さ
れるお金
●地方譲与税
　�国税として徴収したものを、
国が一定の基準により、市
に対して譲与するお金 (地方
揮発油譲与税、自動車重量
譲与税等 )
●国庫支出金・県支出金
　�特定の事業を行うために国
や県が交付するお金
●市債
　�特定の事業を行うために市
が借り入れたお金

衛生費（8.6％）
15億 7,881万 2千円

農林水産業費（6.2％）
11億 3,797万 8千円

商工費（2.2％）
4億 101万 3千円

土木費（11.0％）
20億 3,614万 4千円

消防費（2.9％）
5億 3,163万 5千円

教育費（12.7％）
23億 4,903万 7千円

災害復旧費（0.2％）
3,786万 9千円

公債費（8.6％）
15億 7,898万 5千円

議会費（1.0％）
1億 7,524万 3千円

総務費（21.7％）
39億 8,995万 9千円

民生費（24.9％）
46億 1,010万 4千円

歳出

●商工費
　�商店街活性化事業、観光客誘致事業、
地域振興イベント事業、阿蘇山観光地
風景街道景観形成事業（牧柵設置、ス
キー場撤去）等
●土木費
　�阿蘇市幹線道路整備事業、市道新設・
改良・維持事業、河川改修事業、橋りょ
う補修事業・公営住宅建設事業（池尻・
新小里団地）等
●消防費
　�阿蘇広域行政事務組合負担金（消防費）、
非常備消防費（消防団）、防火水槽等設
　置事業、防災行政無線接続事業等
●教育費
　�阿蘇地区統合中学校新築事業、各小中
学校施設整備、社会体育施設（アゼリ
ア 21等）整備事業、文化財保護事業、
各種文化振興事業、世界文化遺産登録
推進事業等

歳入歳出差引額　　9億2,968万5千円
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特 別 会 計 市が特定の事業を行う時に経理を明確にするため一般会計と区別した会計

会計名 歳入額 歳出額 差引額
阿蘇山観光事業特別会計 1 億 2,541 万 1 千円 1 億 1,921 万 3 千円 619 万 8 千円
下水道事業特別会計 9 億 1,828 万 7 千円 8 億 7,830 万 6 千円 3,998 万 1 千円
国民健康保険事業特別会計 40 億 3,889 万 3 千円 39 億 7,286 万 7 千円 6,602 万 6 千円
介護保険事業特別会計 28 億 6,339 万 8 千円 25 億 7,681 万 9 千円 2 億 8,657 万 9 千円
後期高齢者医療事業特別会計 3 億 7,048 万 8 千円 3 億 6,311 万 9 千円 736 万 9 千円
坂梨財産区特別会計 2,080 万 5 千円 298 万 5 千円 1,782 万円
古城財産区特別会計 2,082 万 3 千円 1,022 万 1 千円 1,060 万 2 千円
中通財産区特別会計 2,108 万 6 千円 1,894 万 3 千円 214 万 3 千円
宮地財産区特別会計 11 万 1 千円 8 万 9 千円 2 万 2 千円
古城・中通地区簡易水道事業特別会計 308 万 2 千円 307 万 4 千円 8 千円
診療所特別会計 1 億 507 万円 1 億 317 万円 190 万円

公 営 企 業 会 計 市が経営する企業の会計

会計名 歳入額 歳出額 差引額 備考

水道事業会計

（収益的収入額） （収益的支出額） （収益的収支）
　4 億 7,138 万 5 千円 4 億 2,491 万 2 千円 4,647 万 3 千円

（資本的収入額） （資本的支出額） （資本的収支） 資本的収支の不足額は、当年度消
費税資本的収支調整額、現年度及
び過年度損益勘定留保資金、減債
積立金取崩額で補てんしました。4,422 万 1 千円 3 億 2,815 万円 ▲ 2 億 8,392 万 9 千円

阿蘇中央病院 
事 業 会 計

（収益的収入額） （収益的支出額） （収益的収支）
11 億 8,991 万 2 千円 12 億 3,701 万 7 千円 ▲ 4,710 万 5 千円

（資本的収入額） （資本的支出額） （資本的収支） 資本的収支の不足額は、過年度損
益勘定留保資金、減債積立金取崩
額で補てんしました。1 億 560 万 5 千円 1 億 1,786 万 3 千円 ▲ 1,225 万 8 千円

●総務費
　�光ネットワーク整備事業、地上デジタル放送共
同受信施設整備事業、東日本大震災復興支援事
業、本庁舎等非常用発電設備整備事業、県知事
選挙等
●民生費
　�消費生活センター事業、高齢者福祉事業、障が
い者福祉事業、子ども手当給付事業、保育所運
営事業、乳幼児及び児童生徒医療費助成事業、
生活保護事業等
●衛生費
　�予防接種事業、各種健診事業、母子保健事業、
ごみ収集事業、阿蘇広域行政事務組合負担金
（RDF・し尿等）、合併浄化槽設置事業等
●農林水産業費
　�農道及び林道整備事業、農地・水・環境保全管
理支払交付金事業、中山間地域等直接支払事業、
食料自給率向上・産地再生緊急対策事業、あか
牛草原再生事業、家畜導入事業、森を育てる間
伐材利用促進事業、有害鳥獣対策事業、地籍調
査事業等

平成 23 年度 決算報告

健全化判断比率及び 資金不足比率
平成２３年度決算に基づく阿蘇市の健全化判断比率及び資
金不足比率は、下記のとおりいずれも健全化基準を下回る
結果となっています。

指標名 阿蘇市 早期健全化基準 財政再生基準
①実質赤字比率 －（　－　） 13.36% 20.00%
②連結実質赤字比率 －（　－　） 18.36% 30.00%

③実質公債費比率 11.0%
（11.5%） 25.0% 35.0%

④将来負担比率 66.0%
（70.1%） 350.0% －

※①②は、赤字額がないため「－」表示としています。
※（　）内は、前年度の数値です。

◆健全化判断比率◆

◆資金不足比率◆

特別会計の名称 阿蘇市 経営健全化基準
水道事業会計 －

20.0%阿蘇中央病院事業会計 －
下水道事業特別会計 －
※資金不足が生じていないため、「－」表示としています。
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世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
国
内
候
補
審
査
の
結
果
は
「
保
留
」。

世
界
認
定
へ
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

認
定
を
目
指
す
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー

ク
。
そ
の
前
段
と
な
る
国
内
候
補
推
薦
の

発
表
が
９
月
24
日
に
あ
り
、
残
念
な
が
ら

「
保
留
」
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
審
査
で
見
つ
か
っ
た
課
題
へ
の

対
応
と
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
て
、
来
年
度

判
断
さ
れ
ま
す
。

　
保
留
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、『
火
山

と
人
が
作
り
上
げ
た
景
観
と
そ
の
歴
史
を

楽
し
む
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
徴
と
、
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
ふ
さ
わ
し
い
形
を
生
か

せ
る
よ
う
努
力
が
必
要
で
あ
る
』
と
の
こ

と
で
す
。

　
今
月
号
で
は
、
改
め
て
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー

ク
の
役
割
、活
用
に
つ
い
て
、市
民
の
方
々

へ
ご
説
明
し
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
メ
リ
ッ
ト

　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
化
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
第
一
に
「
地
域

の
素
晴
ら
し
さ
を
共
有
す

る
」
こ
と
で
す
。
住
民
が
地

域
を
知
り
、
誇
り
を
持
つ
こ

と
に
よ
り
地
域
の
持
続
的
な

発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で

す
。

　
ま
た
、「
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
・
阿
蘇
」
と
し
て
の

付
加
価
値
を
、
観
光
な
ど
各

活
用
分
野
に
も
た
ら
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。
特
に
観
光
産

業
分
野
で
は
、
観
光
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
観
光
客
や
教
育
旅

行
な
ど
の
増
加
や
、
ユ
ネ
ス

コ
が
支
援
す
る
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

加
盟
で
、
世
界
に
阿
蘇
を
Ｐ

Ｒ
で 

き
、
外
国
人
観
光
客

の
増
加
な
ど
を
見
込
み
ま

す
。

阿
蘇
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
な
る
た
め
に
は

　

２
０
１
２
年
９
月
現

在
、
世
界
で
27
か
国
92
地

域
が「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿
蘇
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
な
る
た
め
に
は
、
も
う

一
段
階
、
世
界
認
定
機
関

の
厳
し
い
審
査
を
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
去
る
８
月
下
旬
、
２
日

間
に
わ
た
っ
て
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
国
内

に
お
け
る
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
候
補
の
推
薦
基
準
を
満

た
し
て
い
る
か
の
現
地
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
員
か
ら
は
、
阿
蘇

の
持
つ
素
材
の
素
晴
ら
し

さ
が
評
価
さ
れ
る
一
方
、

今
後
世
界
認
定
に
向
け
た

課
題
と
し
て
「
来
訪
者
へ

阿
蘇
の
成
り
立
ち
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
、
楽
し
め

る
仕
組
み
づ
く
り
」
や
、

「
よ
り
多
く
の
住
民
の
積

極
的
な
資
源
の
活
用
」
な

ど
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、「
保
留
」
と
い

う
審
査
結
果
に
な
り
ま
し

た
が
、
示
さ
れ
た
課
題
の

改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

よ
り
魅
力
あ
る
阿
蘇
ジ
オ

パ
ー
ク
を
形
成
す
る
た

め
、
地
域
の
方
々
と
一
丸

に
な
っ
て
、
世
界
認
定
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

現地審査時の様子。



教
育
・
防
災
へ
の
活
用
…

●
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
①

　
古
く
か
ら
「
中
岳
火
口
」

や
、「
大
観
峰
（
カ
ル
デ
ラ

縁
）」
な
ど
が
観
光
地
と
し

て
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
雄
大
な
景
色
や
地
球
の
ス

ケ
ー
ル
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
る
人
気
の
場
所
で
す
。
ジ

オ
パ
ー
ク
は
、
そ
の
よ
う
な

場
所
の
「
成
り
立
ち
」
を
知

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
例：

「
な
ぜ
、
火
口
の
ま
わ
り
は

植
物
が
あ
ま
り
生
え
て
い
な

い
の
だ
ろ
う
…
」「
な
ぜ
こ

の
巨
大
な
カ
ル
デ
ラ
が
で
き

あ
が
っ
た
の
だ
ろ
う
…
」）
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教
育
・
防
災
の
教
材
と
し
て
学
校

教
育
や
、
地
域
の
方
々
が
自
分
た
ち

の
住
む
場
所
に
つ
い
て
学
ぶ
活
動
に

ジ
オ
パ
ー
ク
は
活
用
で
き
ま
す
。
場

所
の
成
り
立
ち
を
学
び
、
火
山
地
域

の
文
化
や
、
産
業
資
源
と
し
て
使
わ

れ
て
き
た
歴
史
や
現
状
を
学
び
、
地

域
の
良
さ
を
知
る
人
材
育
成
に
貢
献

し
ま
す
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
活
発
に
活
動
し

て
き
た
中
岳
火
口
か
ら
放
出
さ
れ
る

有
毒
な
火
山
ガ
ス
に
対
応
す
る
為
、

世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
火
山
ガ
ス
観
測

体
制
を
構
築
し
た
火
山
防
災
の
仕
組

み
や
、
今
回
発
生
し
た
豪
雨
災
害
か

ら
火
山
地
形
に
よ
り
発
生
し
う
る
土

砂
災
害
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
ジ
オ

パ
ー
ク
を
防
災
に
活
用
す
る
一
例
で
す
。

観
光
・
経
済
資
源
と
し
て
の
活
用
…

　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
、
そ
の

場
所
の
成
り
立
ち
を
示
し
た

「
解
説
板
（
日
本
語
、
英
語
）」

を
整
備
し
た

り
、「
専
門
ガ

イ
ド
（
ジ
オ
ガ

イ
ド
）」
を
養

成
し
て
、
来
訪

さ
れ
た
方
に
正

し
く
、
分
か
り

や
す
く
伝
え
る

活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク

に
住
む
皆
さ
ん
が
、
資
源
を

持
続
可
能
な
形
で
積
極
的
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
個
々
の
資

源
は
、
阿
蘇
の
成
り
立
ち
が

分
か
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
一
つ

に
繋
げ
て
、
新
た
な
観
光

ル
ー
ト
を
つ
く
り
出
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。

●
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
②

　
阿
蘇
で
活
躍
す
る
ガ
イ
ド

や
、
阿
蘇
地
域
の
研
究
者
ら

と
一
緒
に
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽

し
む
「
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
５
コ
ー

ス
用
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

ジ
オ
パ
ー
ク
の
ブ
ラ
ン
ド

を
活
用
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興

局
の
協
力
に
よ
り
「
阿
蘇
ジ

オ
パ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制

度
」
を
設
け
、
今
冬
か
ら
プ

レ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
特
産
物
・
お
土
産
品
・
地

産
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
阿
蘇
の

素
材
を
使
用
し
た
り
、
阿
蘇

の
大
地
と
の
つ
な
が
り
が
分

か
る
…
等
の
条
件
を
満
た
す

商
品
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

●
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
③

　
阿
蘇
火
山
博
物
館
や
Ａ
Ｓ

Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
を
は
じ

め
、
各
所
に
お
い
て
ジ
オ

パ
ー
ク
を
活
用
し
た
活
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
地
域
と
阿
蘇
全
体

と
の
関
連
な
ど
、
自
ら
の
地

域
を
知
る
活
動
に
は
ジ
オ

パ
ー
ク
を
学
ぶ
こ
と
が
適
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
噴
火
を
は
じ
め
各

種
災
害
な
ど
、「
動
い
て
い

く
」大
地
と
の
共
生
の
た
め
、

ジ
オ
パ
ー
ク
を
災
害
を
学
ぶ

場
所
と
し
て
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

阿蘇ジオパーク秋祭り

阿蘇ジオパークの魅力を多くの
方々にお伝えするためのイベン

トを開催します。阿蘇ジオパークにつ
いて見て食べて楽しめるコーナーなど
を企画しています。

●とき　１１月１０日土 10:00 ～ 17:00
　　　　１１月１１日日 10:00 ～ 15:00
●ところ　農村環境改善センター
　　　　　（内牧）
●内　容
▶ジオスケッチ展
　�ジオパークに関するスケッチの展示
コーナー
▶阿蘇ジオ旅コーナー
　�阿蘇ジオパークを、個人や家族、団
体で楽しめる、ジオツーリズムコー
スを紹介します。
▶阿蘇ジオフードコーナー
　�阿蘇ジオパークの食の恵みを、楽し
んでください。阿蘇ジオパークブ
ランドの紹介とショコラなどジオス
イーツ、ジオランチボックスなどを
販売！
▶ジオ体験コーナー
　�カルデラ実験（阿蘇火山博物館の学
芸員）、ベンガラ作り、紙芝居
▶その他各種出展
●問い合わせ　ジオパーク推進協議会
　☎３４－２０８９
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『
阿
蘇
市
』
が
空
を
飛
ん
で
魅
力
を
発
信
！

　

市
で
は
、
阿
蘇
市
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
す
る
た
め
、
機
体

に
「
阿
蘇
市
」
の
文
字
と
リ
ン

ド
ウ
の
花
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
、

機
内
全
席
に
阿
蘇
市
の
紹
介
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
し
て
Ｐ
Ｒ

す
る
事
業
を
７
月
30
日
か
ら
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
㈱
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究

所
が
展
開
す
る
地
域
活
性
化
事

業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
県
内
で
は
初
め
て
の

取
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

９
月
27
日
に
は
、
ラ
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
た
航
空
機
が
初
め
て
阿

蘇
く
ま
も
と
空
港
に
到
着
し
た

こ
と
を
受
け
、
豪
雨
災
害
復
興

を
祈
願
し
た
阿
蘇
プ
レ
ー
ン
就

航
祈
念
イ
ベ
ン
ト
を
阿
蘇
く
ま

も
と
空
港
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

尾
ヶ
石
保
育
園
の
園
児
や
阿
蘇

温
泉
観
光
旅
館
協
同
組
合
、
阿

蘇
市
観
光
協
会
関
係
者
な
ど

が
搭
乗
者
の
お
出
迎
え
を
行
い
、

阿
蘇
の
お
菓
子
や
グ
ッ
ズ
を
搭

乗
者
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
機

体
は
来
年
５
月
末
日
ま
で
全
国

各
地
を
飛
び
回
り
、
阿
蘇
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
で
す
。

学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題

犠
牲
者
の
追
悼
と
災
害
か
ら
の
復
興
を
祈
っ
て
。

「
九
州
北
部
豪
雨
災
害
犠
牲
者
阿
蘇
市
合
同
慰
霊
祭
」

　

九
州
北
部
豪
雨
災
害
が
発
生

し
て
か
ら
１
０
０
日
が
経
過
し

た
10
月
20
日
、
一
の
宮
中
学
校

体
育
館
で
災
害
犠
牲
者
合
同
慰

霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
に
は
、
ご
遺
族
・
ご

親
族
を
は
じ
め
各
救
助
機
関
や

市
民
、
各
行
政
機
関
、
各
地
区

の
区
長
な
ど
約
４
０
０
名
が
参

列
。
冒
頭
に
全
員
で
黙
と
う
を

さ
さ
げ
た
後
、
市
長
か
ら
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
へ
の

哀
悼
の
こ
と
ば
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ご
遺
族
で
あ
る
岩

下
唯
実
さ
ん
、
山
部
経
浩
さ
ん
、

田
中
和
利
さ
ん
か
ら
生
前
の
思

い
出
や
お
別
れ
の
言
葉
が
贈
ら

れ
、
粛
々
と
す
る
中
、
会
場
で

は
時
折
す
す
り
泣
く
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
列
者
全
員
に
よ
る

献
花
を
行
い
、
災
害
犠
牲
者
の

ご
冥
福
と
復
興
へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

阿
蘇
市
で
は
21
名
の
方
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
、
今
も
な
お
、

お
一
人
の
行
方
が
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
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TOWN TOPICS

豪
雨
災
害
時
に
身
の
危
険
を

か
え
り
み
ず
人
命
救
助
に
協
力
。

協
力
者
４
人
に
感
謝
状
贈
呈
。

　

豪
雨
災
害
が
発
生
し
た
７
月
12
日
、
赤
水
に
お
い
て
自
動
車

で
走
行
中
に
、
冠
水
し
た
道
路
上
で
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ

た
男
性
の
救
助
に
協
力
し
た
と
し
て
、
大
野
友
浩
さ
ん
（
宇
土

市
）、
西
村
誠
司
さ
ん
（
蔵
原
）、
島
村
公
章
さ
ん
（
赤
水
）、
山

田
裕
也
さ
ん
（
赤
水
）
の
４
人
に
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
建
設
会
社
に
勤
め
る
４
人
は
、
災
害
時
に
自
主
的
に
見

回
り
活
動
を
行
っ
て
い
た
際
に
、
濁
流
の
中
で
身
動
き
が
取
れ

な
い
車
を
発
見
。
普
通
車
両
で
は
車
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
会
社
の
ダ
ン
プ
カ
ー
を
持
ち
出
し
、
消
防
署
員

と
と
も
に
、
ダ
ン
プ
カ
ー
で
救
助
現
場
ま
で
誘
導
し
、
人
命
救

助
に
協
力
。
無
事
に
救
助
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

感
謝
状
贈
呈
に
際
し
、

髙
藤
英
司
消
防
長
は
「
目

の
前
で
救
助
を
求
め
て
い

る
人
を
救
助
す
る
こ
と
は

当
た
り
前
の
よ
う
だ
が
、

自
身
の
身
の
危
険
が
あ
る

と
き
に
は
、
な
か
な
か
で

き
る
こ
と
で
は
な
い
。
勇

気
と
行
動
力
に
敬
意
を
表

し
感
謝
し
ま
す
」
と
、
４

人
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

▲�右から大野さん、西村さん、島村さん、山田さん。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
日
本
代
表
と
し
て

ア
ジ
ア
大
会
に
出
場
し
優
勝
！

池
田
隼
平
選
手
（
法
政
大
学
２
年
・
阿
蘇
北
中
出
身
）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
国

際
大
会
で
あ
る
第
16

回
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア

男
子
選
手
権
大
会
が

９
月
27
日
か
ら
10
月

５
日
に
か
け
て
イ
ラ

ン
で
開
催
さ
れ
、
赤

水
出
身
の
池
田
隼
平

選
手
（
法
政
大
学
２
年
・
阿
蘇
北
中
出
身
）
が
、
日
本
代
表
と

し
て
出
場
し
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
の
強
豪
16
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
中
、
予
選
ラ
ウ
ン
ド

を
ト
ッ
プ
で
通
過
し
た
日
本
は
、
準
決
勝
の
イ
ン
ド
戦
で
今
大

会
初
め
て
セ
ッ
ト
を
落
と
す
と
、
巻
き
返
し
を
図
る
べ
く
池
田

選
手
ら
を
投
入
し
、
流
れ
を
取
り
戻
し
見
事
勝
利
。
池
田
選
手

は
決
勝
進
出
の
立
役
者
と
な
り
ま
し
た
。
決
勝
で
は
中
国
と
対

戦
し
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
３
―
０
で
勝
利
し
、
大
会
２
連
覇
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

池
田
選
手
は
、
中
学
生
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
、
鎮
西

高
校
在
学
時
代
に
は
、
エ
ー
ス
と
し
て
全
国
大
会
準
優
勝
を
飾

る
な
ど
、
第
一
線
で
活
躍
。
現
在
は
法
政
大
学
に
在
学
し
、
１

年
生
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
優
勝
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
日
本
代
表
チ
ー
ム
は
、
世
界
大

会
の
出
場
権
を
獲
得
し
て
お
り
、
池
田
選
手
は
そ
の
大
会
で
の

日
本
代
表
選
出
に
向
け
て
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

広
告

▲池田隼平 選手
JVA 承認 2012-10-009
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学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題

　老朽化が進んでいたＪＲ阿蘇駅のトイレが 9月 1日
から、阿蘇市、ＪＲ九州、産交バス株式会社による
資金拠出により、ＪＲ阿蘇駅舎内へ移転新築しまし
た。
　内装は白を基調とし、多目的トイレの設置や洋式
便器化など機能が充実されました。ＪＲ阿蘇駅周辺
を訪れる方への利便性や快適性の向上が期待されま
す。是非ご利用ください。
※早朝及び夜間のご利用はできません。

利便性や快適性の向上に期待
ＪＲ阿蘇駅舎トイレがリニューアル

　役犬原校区の公民館活動の一環として第８回スポ
ーツ大会が１０月２１日、旧役犬原小学校運動場で
開催されました。毎年区民全体で取り組まれ、楽し
い種目が盛りだくさん。今年も天候に恵まれ大盛会
でした。なお今回は、7.12 豪雨災害への義援金箱
がテント前に設置され、地区の皆さんの善意が後日
阿蘇市役所に届けられました。
※また同じく公民館活動として１０月２７日に、役
犬原地区子ども会が南阿蘇村立野の黒川第一発電所
及びダムを見学し、水の力や河川の環境について学
習する取り組みも行われました。

役犬原スポーツ大会
地域で楽しく！パン食い競争など９種目

◀
男
子
ト
イ
レ
。

全
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
い
そ
じ
大
会
で
３
位
！

阿
蘇
チ
ー
ム
２
度
目
の
全
国
大
会
で
大
健
闘
！

　

第
24
回
全
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
い
そ
じ
大
会
が
10
月
５
日
か

ら
３
日
間
、
北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た

阿
蘇
郡
市
の
婦
人
で
つ
く
る
「
阿
蘇
チ
ー
ム
」
が
見
事
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

　

本
大
会
は
50
歳
以
上
を
対
象

に
し
た
大
会
で
、
各
県
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
64
チ
ー
ム
が
参

加
。
阿
蘇
チ
ー
ム
は
県
予
選
大

会
か
ら
全
国
大
会
予
選
リ
ー
グ

の
青
森
、
茨
城
戦
ま
で
１
セ
ッ

ト
も
落
と
す
こ
と
な
く
勝
ち
進

み
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
準
決
勝
戦
で
、
優
勝
し
た
兵

庫
県
代
表
チ
ー
ム
に
惜
し
く
も

敗
れ
ま
し
た
が
、
入
賞
で
き
な

か
っ
た
４
年
前
の
埼
玉
大
会
の

リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
、
堂
々
の

３
位
入
賞
と
い
う
結
果
で
し
た
。

▶
選
手
の
皆
さ
ん
（
阿
蘇
市
の
方
）。

写
真
右
か
ら
塚
本
美
雪
さ
ん
、
村
津

ひ
で
み
さ
ん
、
中
川
仁
美
さ
ん
、
堀
ま

ゆ
み
さ
ん
、
江
藤
千
代
子
さ
ん
、
木
下

き
よ
み
さ
ん
、
後
列
右
、
村
上
栄
子
さ

ん
、
山
口
み
つ
る
さ
ん
。

健闘を
祈る！

●
第
25
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

　
森　
航
さ
ん
（
熊
本
工
業
高
２
年
、
阿
蘇
北
中
出
身
）

　
金
子　
瑠
華
さ
ん
（　
〃　
１
年
、
一
の
宮
中
出
身
）

　

�

11
月
18
日
に
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
九
州

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
健
闘
を
祈
り
ま
す
！
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　今年７月下旬に北海道で開催されたＪ１リーグの
試合で、「コンサドーレ札幌」が協力しピースボー
ルプロジェクトという取り組みを行いました。
　この取り組みは、主に発展途上国の子どもたちに
ボールを届ける事業としてピースボールプロジェク
トという団体が不定期に実施しており、今回は甚大
な被害を受けた阿蘇市に寄贈しようということで、
その試合を観戦した観客から約５０個のボールが集
められました。
　さっそく阿蘇市に届けられたボールは、今回の災
害で被災した古城小・内牧小・尾ヶ石東部小・阿蘇
中・波野中にそれぞれ届けられました。

サッカーＪ１の試合でボールを贈るプロジェクト
被災した学校にサッカーボールを！

坊中会主催　第１回駅前市
坊中のまちおこしイベント開催！

　まちおこしイベント第１回駅前市が１０月１３
日、ＪＲ阿蘇駅前の広場で行われました。
　この催しは坊中地区の商店などでつくる坊中会
（江藤俊一代表）が主催したもので、イベントを通
して地域の活性化を図ろうと行われたものです。
　当日はフリーマーケットをはじめ、阿蘇の特産品
販売や地元商店による露店が出店し、市内外からの
多くの人で賑わいました。
　また、夜には竹灯篭に火を灯す「竹灯り」が設置
され、阿蘇駅周辺に幻想的な光景が広がりました。
　なお、駅前市のイベントは地域を盛り上げるため、
今後も定期的に開催予定とのことです。

TOWN TOPICS

尾ヶ石東部小の子どもたち。

　一層のレジ袋削減に積極的に取り組んでもらおう
と 10 月 18 日、阿蘇保健福祉センターで阿蘇市レ
ジ袋削減講演会が行われました。
　講師に、ＮＰＯ法人くまもと温暖化対策センター
顧問を務める宮原美智子氏を招き、「地球環境を守
るために私たちに出来ること」と題し、レジ袋削減
に向けたこれまでの取組みの紹介や地球温暖化問
題、レジ袋削減の必要性について講演されました。
　この日は、ゴミ問題等に関心を寄せて 120 人以
上が参加し、宮原氏の講演を熱心に聞き入っていま
した。皆さんも環境を守るためにマイバッグを持参
するなど、すぐにできることを実践しましょう！

阿蘇市レジ袋削減講演会
「今、私たちにできることを考える」

　阿蘇中央高校（清峰校舎）の２年生が、家庭科学
習の一環で９月から１０月の３回にわたって、郷土
料理の実習に取り組みました。
　講師は阿蘇市生活研究グループの会（大和ふゆ子
会長）の１４名で、阿蘇の郷土料理である「だご汁」
をはじめ、阿蘇の特産品の高菜をふんだんに使った
「高菜めし」などを作りました。
　生徒たちは講師の指導に真剣に耳を傾け、郷土の
味を再現していました。また、郷土料理講習を通し
て、阿蘇の豊かな恵みを再確認していました。

阿蘇中央高校で郷土料理講習会
郷土料理で阿蘇の豊かな恵みを再確認
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視覚障がいのある園田さんマラソンで活躍！
札幌マラソンに招待選手として出場

　内牧でマッサージ院を営む園田義和さん（４８歳）は、３月に
行われた沖縄マラソン（10㎞）で上位ゴールしたことで、見事
第３７回札幌マラソン（１０月７日）の招待選手に選ばれ、同大
会でも自己最高記録を更新し健闘しました。
　園田さんは３０歳半ばからベーチェット病
により急激に視力を失い、仕事を転換するな
ど苦労をされてきましたが、６年前にマラソ
ンと出会い、以来、阿蘇市内で伴走つきマラ
ソンをしている先輩のアドバイスを受けなが
ら数多くの大会に出場しています。「病気だ
からできないっ！て思わないように何でも挑
戦し頑張っています」と園田さん。
　今回、札幌では、ぜひ成果を出したいと阿
蘇北中時代陸上部の先輩だった園田浩文さん
（西湯浦）に伴走を依頼し、友情も支えとな
り見事自己ベストを果たせたものです。

学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題

放課後子ども教室
プロの絵描きによる漫画教室に大喜び！

　本誌でも、阿蘇の懐かしい生活などのイラストを
連載中のイラストレーターあべまりあさんが、市内
３つの小学校の放課後子ども教室で「漫画教室」を
開き、子どもたちに大変喜ばれました。
　漫画教室では、“漫画を描くのがうまくなる ”を
テーマに、喜怒哀楽の表情をした顔、体の動きに挑
戦。言われた通りに描いていくとふしぎふしぎ、楽
しい漫画になり、子どもたちは夢中で取り組みまし
た。最後に、あべさんオリジナルソングでの健康体
操や詩の朗読もあり、貴重な体験ができました。

▼�札幌の地で力走した
　�園田義和さん（左）と
伴走した園田浩文さん。

平成24年度ヒゴタイ高校生体験交流事業
タイの高校生が阿蘇市で国際交流

　日本に対する理解増進と青少年の交流を通じて、
次世代のリーダーを養成することを目的にタイの高
校生 30 名が 10 月 19 日から 28 日までの 10 日間
にわたり、阿蘇市に滞在しました。
　これは「ヒゴタイ高校生体験交流事業」などの一
環として毎年行われているもので、初日は阿蘇市役
所庁舎に表敬訪問し、タイで日本語を学んでいるこ
とから、生徒全員が自己紹介を日本語で披露しまし
た。
　期間中はホームステイ体験や阿蘇中央高校の生徒
との学校生活体験などが行われ、国際交流が積極的
に行われました。
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西日本シニアソフトボール大会
２日間にわたり３５チームが熱戦！

　５９歳以上を対象とした第１６回西日本シニアソ
フトボール大会が、１０月１３、１４日、農村公園
あぴか他阿蘇市内のグラウンドで開催され、１７県
７２０人の選手が参加し、熱戦を繰り広げました。
　大会は、阿蘇郡市ソフトボール協会の協力のもと
開催。１２日に阿蘇体育館で行われた開会式には、
阿蘇中学校吹奏楽部が華を添え、生演奏のもと入場
行進などが行われ、盛大な式典に選手の皆さんも感
激した様子でした。
　各県から集った選手たちは雄大な阿蘇の景観の
中、プレーを楽しみ交流が図られました。

霜神社　夜渡祭
氏子青年が夜渡相撲を奉納

　役犬原の霜神社で、８月１９日から５９日間火が
焚き続けられた火焚き神事は、１０月１６日に終わ
りを迎え、乙女揚げ神事が行われました。今年は下
役犬原が年番で、２人ずつ当番で２４時間火が消え
ないよう管理し、ご神体を温め続けられました。
　１８日は夜渡祭が行われ、神官による夜渡神楽や
氏子青年による夜渡相撲を奉納。青年たちは、地元
の人たちの声援を受けながら力いっぱい取組み、祭
りを盛り上げました。また、神社やその周辺には竹
灯りが飾られ、参拝者の目を楽しませました。

カルデラＣＵＰサッカー大会
「美しい阿蘇を取り戻そう！」が合言葉

　豪雨災害で被災した阿蘇。その阿蘇を “サッカー
の力で元気にしよう！美しい阿蘇を取り戻そう！ ”
という願いのもと、第１回カルデラＣＵＰサッカー
大会（７～９歳対象）が１０月２０日、県民運動公
園で開催されました。
　今大会では、復興募金やメッセージなどの支援活
動をはじめ、県内外チームとの交流、技術アップな
どが図られました。開会式では、６８チームを代表
し、阿蘇市から出場した「カルディアッソ」チーム
の３人が力強く選手宣誓を行いました。
　なお、復興募金については後日、大会代表の森本
和博さんらが阿蘇市役所を訪れ、試合の報告ととも
に佐藤市長に手渡されるということです。

各所で市民の方々が説明協力
熊本市の子どもたちが阿蘇を知る学習

　熊本市の出水南中学校１年生が１０月１５日、授
業の一環で阿蘇の歴史・文化・自然を知る学習を阿
蘇市内で取り組み、阿蘇神社など各所で市民の方々
が説明協力を行いました。
　昔遊びの学習に取り組んだ生徒たちは、あそ伝承
文化村ふるさとおもしろ館（うなり茶屋２階）を訪
れ、同館で毎月第４土曜に昔遊びを教えている山部
チモトさん（東 3区）ら４人から竹ヒゴ白黒あそ
びなど２４種類を学びました。
※�山部さんたちは、毎月第 4土曜午前１１時～ 12
時に「昔のうた」を歌い楽しむ催しを行っていま
す。ぜひご参加ください。
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熊本西高の生徒がモザイクアートを寄贈
西高と阿蘇市に「虹の架け橋」

　災害を受けた阿蘇市のために熊本西高の生徒がモ
ザイクアートを制作し 10 月 19 日、市役所に届け
れられました。
　これは、災害ボランティアに参加した生徒が、阿
蘇市のために何か出来ればと、モザイクアートを考
案し生徒会が制作。このモザイクアートには学校行
事や高校総体時に撮影された写真 6,000 枚が使わ
れ、復興をイメージしたひまわりと虹が描かれてお
り、写真の周りには全校生徒一人ひとりによる阿蘇
市への応援メッセージがちりばめられています。
　このモザイクアートは合同慰霊祭で披露され、現
在は内牧支所に掲示されています。

内牧１区で美化活動
防犯灯を掃除してまちを明るく

　昨年度、内牧中心市街地において整備された防
犯灯に、クモの巣などの汚れが目立ち始めたため、
１０月１３日、内牧１区（白石博春区長）の隣保班
長などが集い、清掃活動が行われました。フォーク
リフトを使った大掛かりな作業でしたが、約３０本
が清掃され、街並みが一層明るくなりました。
　この防犯灯は、地元区で清掃・修繕・交換等の維
持管理（費用負担を含む）をしていただくようにな
っており、今回、内牧１区が初めて作業を実施した
ものです。

区長らを対象に防災講演会
土砂災害の仕組みを学んで今後に生かす

　九州北部豪雨災害で土砂災害により大きな爪痕を
残した本市において、土砂災害の危険性や仕組みを
知り今後の防災対策に生かそうと 10 月 18 日、市
役所で防災講演会が行われ各地区の区長や市議会議
員など約１１０人が参加しました。
　阿蘇火山にも詳しく土砂災害・土石流災害の専門
家である池谷浩氏（東京都）を講師に招き、土砂災
害等の発生のメカニズムを紹介。「災害対応は、住
民と行政みんなでやるべき。とにかく安全なところ
に移動することが大切」と、土砂災害による被害を
防ぐための取組み等について講演されました。

学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題

市役所に届けてくれた生
徒会の米村幸樹さん (左）
と上岡美咲妃さん（中央）。

池谷氏の講演に聞き入る参加者。

内牧探訪に70人が参加
内牧の史跡や名所を散策！

　内牧校区の公民館活動の一環として１０月２１
日、第５回内牧探訪が行われました。内牧は江戸時
代に郡役所が置かれ栄えた町で、歴史的な要素があ
り自然の宝庫としても見所は豊富です。
　そんな内牧をよく知ってもらいたいと始まったこ
の探訪では地元の方々が説明案内をされています。
秋晴れの中、今回は３班に分かれ、内牧１区、２区
を中心に散策。参加した方々は二の丸・三の丸や
右
うま の じ ょ う

馬之丞さん（通称）、福の神など１５ヶ所で地元
ならではの話を聞き、内牧の良さを一層感じたよう
でした。
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広
告

miniま ち の 話 題

三久保地区の女性７人が、背丈ほど
に見事に咲き誇った宿

しゅっこん

根アスター
の鉢２つを内牧支所の玄関に飾りまし
た。また、支所北側の屋外花壇にはパ
ンジーも植栽されました。７人は、日
頃から花づくりがお好きで、水害で疲
れた心を癒してもらうと自分たちでで
きることを考え取り組まれたものです。

女性グループが癒しを提供　内牧支所に花を飾りました！

阿蘇市商工会女性部（藤川美智子部
長）の皆さんが、阿蘇市役所玄関

両脇の植栽部分の草取りに汗を流されま
した。「市民を迎える市役所の玄関口は
観光地の役所としていつも美しくあって
ほしい。今、豪雨災害の復旧業務で忙し
い市の応援になれば」と皆さん。
　おかげで、玄関周りがすっきり美しく
なりました。ありがとうございました。

商工会女性部が阿蘇市役所前の除草作業に汗滝水の岩下一之信さん宅の倉庫の天井に、縦８０セ
ンチ、横５０㎝ほどのキイロスズメバチの巣が２

つくっついてさがっているのが発見され、虫が作り出し
たものとは思えぬ光景を見せています。
　キイロスズメバチの大きさは、女王蜂で25～28ミリ、
働き蜂は 17～ 24 ミリ、雄蜂で 20～ 24 ミリ。岩下さ
んによると「左の巣は去年からあるもので現在は空き巣。
右の巣は半年であんなに大きくなった」と、まだまだ大
きくなり続けているとか。「あの巣を見ると、『夫婦支え
あって頑張れ』と言われているよう」と話されます。

民家の倉庫に大きなスズメバチの巣が２つ！！
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《 テーマ：２学期の目標は？》
　習った漢字をしっかりおぼえる。　（尾ヶ石東部小３年・瀬井�一

かず き
喜）

平成24年度　阿蘇市戦没者追悼式
恒久平和を願って

　先の大戦による戦没者への追悼と恒久平和を願う
阿蘇市戦没者追悼式が 10 月 24 日、阿蘇体育館で
執り行われ、阿蘇市遺族会連合会（山部征三会長）
をはじめ、ご遺族や関係団体など約 230 名が参列
しました。
　今回も、子どもたちに戦争の悲惨さと平和への願
いを引き継いでほしいとの願いから、内牧小の児童
４名が参列し献花などを行いました。
　最後に阿蘇市の児童を代表して松藤ことのさん
（内牧小６年）が修学旅行での体験などを綴った作
文を朗読。「二度と戦争が起きず平和な世の中にな
っていくために、自分にできることを少しずつやっ
ていきたい。」と、恒久平和を願いました。

学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題

九州地区グラウンド・ゴルフ大会
１４００人が阿蘇市でプレー

　第２６回九州地区グラウンド・ゴルフ交歓熊本・
阿蘇大会が１０月２５日、農村公園あぴかで開催さ
れました。今大会は各県持ち回りで開催されており、
今年は熊本県の番ということで、美しい景観を持つ
阿蘇市が会場に選ばれました。
　前日から宿泊し九州各県から１４００人の選手が
参加。開会式も盛大に行われ、選手を代表し、阿蘇
市の蔵原博美さんと稲実チズヨさんが堂々と選手宣
誓を行いました。また会場には、豚汁などの食や直
売所のブースも設けられ、熱戦の合間、阿蘇の名物
も楽しめ、皆さんに大変喜ばれました。



あべさんは本市在住で
絵や講演で活躍中。

～大事にしたい懐かしい阿蘇の生活～　No.8 絵・文　あべまりあ
「自然と共に遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感性を豊かにする。
（阿蘇の大自然を守るためにも）次代を担う若い人や子どもたちにもぜひ伝えたい！」と、
そう願って、あべさんが描かれた作品たちをお届けします。
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《 テーマ：２学期の目標は？》
　漢字をきれいに書く。　（尾ヶ石東部小３年・上野�友

ゆう き
綺）
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《 テーマ：２学期の目標は？》
　外で楽しくあそぶ。　（尾ヶ石東部小３年・坂梨�啓

ひろふみ
史）

●教育委員会　学務１係 　☎２２‐３２２９　 お５５‐３２２９

児 童・ 生 徒 の 就 学 指 定 校 の 変 更 制 度
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指
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学
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の
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ご
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続
き
方
法

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
指
定
学
校
の
変
更
を
希

望
す
る
方
は
、
入
学
通
知
書

が
到
着
後
、
所
定
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●就学指定校変更の基準
1　地理的な事情に関するもの
2　身体的な事情に関するもの
3　家庭の事情に関するもの
4　教育的な配慮を必要とするもの
5　その他、教育委員会が適当であると認めるもの
※�学校運営又は施設の状況等から判断し、指定校変更が認められない場合があります。
　�その他、それぞれの基準の詳細については、教育委員会におたずねください。

阿 蘇 市 長 選 挙 の 投 票 日 が 決 定 し ま し た

平 成 25 年 2 月 24 日 日

●選挙管理委員会事務局 　☎２２‐３２３９　 お２２‐３２３９

投票時間：午前７時から午後６時まで
※荻の草、深葉地区は午後４時まで。

投 票 日

阿蘇市民の代表を選ぶ大切な選挙です。自分の意思で投票しましょう！！

【
立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
ご
案
内
】 

●
日
時　
平
成
25
年
１
月
25
日
金　
午
後
２
時

●
場
所　
阿
蘇
市
役
所　
北
側
別
館
大
会
議
室

※�

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
必
ず
ご
出
席

く
だ
さ
い
。（
代
理
人
で
も
構
い
ま
せ
ん
。）

※�
各
立
候
補
予
定
者
か
ら
５
名
以
内
で
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

※�

出
納
責
任
者
（
予
定
者
を
含
む
。）
は
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

【
選
挙
権
に
つ
い
て
】

●
転
入
さ
れ
た
方

　

�

平
成
24
年
11
月
16
日
ま
で
に
、
転
入
（
届
出
日

が
基
準
）
さ
れ
た
方
は
、
選
挙
権
が
あ
り
ま
す

が
、
11
月
17
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
に
は
選

挙
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
転
出
さ
れ
た
方

　

�

転
出
さ
れ
た
時
点
で
市
の
選
挙
に
つ
い
て
は
選

挙
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
再
転
入
さ
れ
て
も
３
ヶ

月
経
過
し
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

●
転
居
者
（
阿
蘇
市
内
で
の
異
動
）

　

�

平
成
25
年
２
月
16
日
以
降
に
別
の
投
票
区
へ
転

居
さ
れ
た
方
は
、
以
前
に
お
住
ま
い
の
投
票
区

で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

※衆議院の解散総選挙が 2月に実施されることとなった場合は、投票日が変更となることもあります。
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市政情報掲示板

《 テーマ：２学期の目標は？》
　本をいっぱい読む。　（尾ヶ石東部小３年・荒井�悠

ゆう と
斗）

平 成 ２ ５ 年 度　 保 育 園 入 園 の ご 案 内
●健康福祉課 子育て支援係 　☎２２‐３１６７　 お５６‐３１６７

保
育
園
は
、
家
庭
で
お
子
さ

ん
の
保
育
が
で
き
な
い
と

き
、
家
族
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
０
歳
児
か
ら
小
学

校
就
学
に
至
る
ま
で
、
年
齢
と

個
々
の
発
達
に
応
じ
て
、
適
切
な

乳
幼
児
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
と
お
り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

ま
た
、
年
度
途
中
で
の
入
園
を
希

望
さ
れ
る
方
も
期
間
内
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

●�

受
付
期
間　

　

11
月
５
日
月
～
12
月
７
日
金

●�

入
園
基
準　

入
園
で
き
る
児
童

は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、

次
の
い
ず
れ
か
の
事
項
に
該
当

す
る
家
庭
の
児
童
で
す
。

① 

仕
事
を
し
て
い
る
又
は
就
職
活

動
中
で
あ
る

② 

家
庭
で
家
事
以
外
の
仕
事
（
内

職
な
ど
）
を
し
て
い
る

③ 

出
産
の
前
後
、
病
気
、
負
傷
、

心
身
に
障
が
い
が
あ
る

④ 

介
護
や
看
病
の
必
要
な
方
の
世

話
を
し
て
い
る

⑤ 

そ
の
他
、
お
子
さ
ん
の
保
育
が

で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
と
き

※�

「
集
団
生
活
を
体
験
さ
せ
た

い
、
幼
児
教
育
の
場
と
し
て
利

用
し
た
い
」
と
い
う
理
由
で
は

入
所
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
提
出
書
類

　

�

市
役
所
健
康
福
祉
課
、
各
支
所

と
各
保
育
園
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
阿
蘇
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

① 

保
育
所
入
所
申
込
書
（
１
人
に

１
枚
）

② 

家
庭
内
状
況
申
立
書
（
１
世
帯

に
つ
き
１
部
）

③ 

平
成
24
年
分
源
泉
徴
収
票
（
写

し
）
ま
た
は
平
成
24
年
分
確
定

申
告
書
（
写
し
）

④ 

平
成
24
年
度
課
税
台
帳
記
載
事

項
証
明
書
（
平
成
24
年
１
月
１

日
以
降
の
転
入
者
の
み
必
要
と

な
り
ま
す
。）

※ 

家
庭
の
状
況
に
よ
り
、
右
記
以

外
の
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。

※�

③
と
④
は
後
日
、
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●�

保
育
料�

公
立
・
私
立
保
育
園

共
に
同
じ
で
、
お
子
さ
ん
の
年

齢
と
世
帯
員
の
課
税
状
況
に
よ

っ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

●
入
園
の
承
諾

　�来
年
２
月
頃
に

　

�

決
定
し
、
保
護
者
に
通
知
し
ま

す
。
な
お
、
一
つ
の
保
育
園
に

希
望
者
が
多
く
、
定
員
を
超
え

る
場
合
は
、
他
の
保
育
園
に
入

園
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

地区 保育園名 電話番号 定員

一の宮

( 私 ) 宮地保育園　 ☎ 22-2444 100
( 公 ) 坂梨保育園 ☎ 22-0435 45
( 私 ) りんどう保育園 ☎ 22-4539 100
( 私 ) 古城保育園 ☎ 22-0380 50

阿蘇

(私 ) 内牧保育園　 ☎ 32-0354 130
( 私 )�熊本 YMCA黒川

保育園　 ☎ 34-0402 110

( 公 ) 山田保育園 ☎ 32-0794 45
( 公 ) 乙姫保育園 ☎ 32-0315 30
( 私 )�熊本 YMCA赤水

保育園 ☎ 35-0024 90

( 私 )�熊本 YMCA永草
保育園 ☎ 32-0810 30

( 私 )�熊本 YMCA尾ヶ
石保育園 ☎ 32-0213 40

波野 (公 ) 波野保育園 ☎ 24-2800 45

●保育園一覧

（公）.... 公立　（私）.... 市立
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ASO田園空間博物館通信 No.48

田空わがまち自慢
ＡＳＯ田園空間博物館では地域とタイアップ
して散策イベントを随時開催しています。
今回から活発に活動されている団体を「田空
わがまち自慢」と題し、各団体の取り組みを
紹介します。第１回目は「元気ならぎの」の
皆さんにお話を伺いました。

平
成
18
年
８
月
、
途
絶
え
て

い
た
盆
踊
り
の
復
活
を

き
っ
か
け
に
、
地
域
活
動
を
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
楢
木
野
区
長
を
中
心
に
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
当
初
、
自
分
達
の
地
域
は
何
も

な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

サ
テ
ラ
イ
ト
で
あ
る
乳
の
木
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
史
跡
を
活
か

し
な
が
ら
無
理
を
し
な
い
で
、
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
何
回
か
重
ね
る

こ
と
で
地
域
の
団
結
力
も
向
上
。

平
成
19
年
４
月
に
地
元
グ
ル
ー
プ

「
元
気
な
ら
ぎ
の
」
を
立
ち
上
げ
、

平
成
20
年
に
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博

物
館
の
散
策
イ
ベ
ン
ト
「
阿
蘇
市

を
さ
る
こ
う
！
」
の
案
内
人
と
し

て
も
活
動
を
開
始
し
、
阿
蘇
市
内

外
の
お
客
様
を
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
21
年
10
月
に
は
、「
元
気

な
ら
ぎ
の
」
ジ
ャ
ン
バ
ー
（
左
下

写
真
）
を
作
り
、
地
域
の
団
結
力

が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
団

結
力
も
楢
木
野
地
域
の
魅
力
の
一

つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空

間
博
物
館
と
共
に
年
３
～

５
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
サ
テ
ラ
イ
ト

活
動
と
し
て
、
平
成
18
年
か
ら
毎

年
、
乳
の
木
周
辺
の
草
刈
り
（
年

４
回
）、
花
植
え
（
年
２
回
）、
ふ

れ
あ
い
公
園
内
の
清
掃
活
動
（
年

１
回
）
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
春
の
桜
が
過
ぎ
る
と
周

囲
が
緑
一
色
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
地
域
に
華
や
か
さ
を
出
す
た

め
、
毎
年
、
４
月
か
ら
５
月
上
旬

ま
で
乳
の
木
の
そ
ば
に
た
く
さ
ん

の
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
る
な
ど
、
波

野
を
訪
れ
る
方
々
に
喜
ん
で
頂
く

た
め
に
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
平
成
21
年
に
は
サ
テ
ラ
イ
ト
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
実
施
等
で
、

最
も
優
秀
な
活
動
を
展
開
し
た
と

し
て
「
阿
蘇
づ
く
り
大
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

「
地
域
活
動
を

よ
り
多
く
の
人
に
。」

「
波
野
を
訪
れ
る
方
々
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
。」 楢

木
野
地
区
の
名
所
「
乳
の
木
」。

第 １ 回

「元気ならぎの」の皆さん。
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毎
年
、
味
噌
作
り
体
験
や
農

業
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
里
芋
植
え
付
け
・

収
穫
体
験
は
一
年
を
通
し
て
の
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
人
気
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
味
噌
作
り
は
、

昔
な
が
ら
の
製
法
で
大
豆
を
蒸
す

と
こ
ろ
か
ら
手
間
を
か
け
て
作
り

あ
げ
る
の
で
、
味
噌
の
味
は
格
別

で
病
み
付
き
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
な
ん
と
い
っ
て
も
こ
だ
わ
り

抜
い
た
昼
食
の
郷
土
料
理
は
「
元

気
な
ら
ぎ
の
」
な
ら
で
は
の
お
も

て
な
し
心
満
載
で
す
。
波
野
で
採

れ
た
野
菜
や
山
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
郷
土
料
理
の
数
々
。ま
た
、

器
に
は
竹
の
笹
で
作
っ
た
茶
碗
や

ス
ス
キ
で
作
っ
た
箸
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
詰
っ
て
お

り
、
参
加
さ
れ
た
方
々
に
い
っ
ぱ

い
思
い
出
を
作
っ
て
も
ら
お
う
と

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

「元気ならぎの」の活動をきっかけに地域全体
で地域を盛り上げていこうという雰囲気に

なってきているので今後も継続していきたいと思い
ます。地域の特産物、特色をもっと知ってもらいた
いとの思いから、年を追うごとに、地域からたくさ
んのアイデアや意見が出され、それを活かした地域
の素材を使った料理も増えています。
　今後は、お年寄りの方をもっと取り込んで、ふれ
あいの場を広げ、また、隣の地域との交流も深め、
波野全体を盛り上げていきたいです。

【お問合わせ】ＡＳＯ田園空間博物館総合案内所　☎３５‐５０７７

イ
ベ
ン
ト
の

ツ
ボ

3

3

は
こ
れ
！

地元にこだわった昼食の郷土料理。

揃いのジャンバーで団結。

田空では、楽しいイベントを開催中です！
詳しくは web で！ http://www.aso-denku.jp/

児童への虐待は、近年増加の傾向にあり主
な児童虐待は４つに分類されます。

1身体的虐待

殴る、蹴る、投げとばす、首を絞める、
溺れさせる、逆さ吊りにする、タバ

コの火を押しつけるなど、子どもに対する
身体的な暴力です。後遺症を残したり、最
悪の場合は死に至ることもあります。

2ネグレクト（不適切な養育）

家に監禁する、登校させない、重大な
病気になっても医者に連れて行かな

い、充分な食事を与えない、ひどく不潔な
ままにする、車の中に放置するなど、健康
状態を損なう程の不適切な養育、あるいは
危険についての重大な不注意を犯すことで
す。最悪の場合、栄養失調や脱水症状など
で死に至る場合もあります。

3性的虐待

子どもに性的ないたずらをしたり、性
的関係を強要したりすることです。

父親が（実父、義父）が娘を対象にするこ
とが多く、兄が妹に対して行うこともあり
ます。
異性への極端な嫌悪感を植えつけるなど心
身ともに大きな傷を残す行為です。

4心理的虐待

「おまえなんか産まなければよかった」
などひどい言葉でなじったり、極端

に無視することによって子どもにも心理的
な傷を負わせることです。強いおびえやう
つ状態、強い攻撃性などの異常な精神状態
があらわれる場合もあります。

お気づきですか？

児 童 虐 待
じ ど う ぎ ゃ く た い

■相談援助機関
虐待を発見されたら通報してください。
通報者のプライバシーは、固く守ります。

●熊本県中央児童相談所
　（熊本市東区長嶺南 2丁目 3-3）�
　☎ 096-381-4411
●阿蘇市健康福祉課�
　（阿蘇市一の宮町宮地 504-1）
　☎ 0967-22-3167



九
州
北
部
豪
雨
に
係
る
市
民
税

等
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

九
州
北
部
豪
雨
の
被
害
に
よ
る

車
庫
証
明
等
の
手
数
料
還
付

　
九
州
北
部
豪
雨
の
被
害
を
受
け
た

こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
を
購
入
さ
れ

た
方
や
運
転
免
許
証
の
再
交
付
を
受

け
た
方
は
、
手
数
料
の
還
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、今
後
、

災
害
を
理
由
と
し
て
車
両
を
購
入
さ

れ
る
方
や
免
許
証
の
再
交
付
を
受
け

る
方
に
つ
い
て
は
手
数
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

●
免
除
と
な
る
手
数
料　

▼�

運
転
免
許
証
再
交
付
・
運
転
経
歴

証
明
書
再
交
付
手
数
料

▼�

自
動
車
保
管
場
所
証
明
申
請
・
標

章
交
付
・
標
章
再
交
付
手
数
料

●
必
要
書
類

▼
申
立
書
▼
被
災
証
明
書（
写
し
可
）

▼�

被
災
証
明
書
が
な
い
場
合
、
被
災

空
港
ラ
イ
ナ
ー
好
評
運
行
中
！

　

Ｊ
Ｒ
豊
肥

本
線
肥
後
大

津
駅
と
阿
蘇

く
ま
も
と
空

港
を
結
ぶ
空

港
ラ
イ
ナ
ー

の
試
験
運
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
運
行
期
間　

　
平
成
25
年
３
月
31
日
日
ま
で

●
運
行
区
間　
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港

　
⇆
Ｊ
Ｒ
肥
後
大
津
駅

●
運
賃　
無
料
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く ら し の 情 報
くらしのお知らせや
イベント情報などを掲載します

市役所の電話番号

市役所のホームページ
パ ソコンから　�http://www.city.aso.

kumamoto.jp/
携 帯電話から　�http://www.city.aso.

kumamoto.jp/kt/

防 災 情 報 確 認

阿蘇安心安全ネットワークシステム
　▶�https://www.aso-anzen.jp/(パソコン)
　▶�https://www.aso-anzen.jp/

app-frontmb/(携帯電話)
熊本県統合型防災情報システム
　�http://www.bousai.pref.
kumamoto.jp/

熊本県雨量･気象情報（携帯電話）
　http://kumamoto.wni.co.jp/i/

お・・・お知らせ端末の電話番号
例本庁(総務課) :55-3111又は56-3111

人の動き（H24.9 .30現在)

人口 28,524�人 (前月から  17人　�)
男 13,427�人 (前月から��  4人　)
女 15,097�人 (前月から  13人　)
世帯数 11,210�戸 (前月から    3戸　)

本庁(総務課)��������☎22-3111 お55・56
内牧支所　　　� ☎32-1111 お55～58
波野支所 ☎24-2001 お24
財政課 ☎22-3204
企画振興課　 ☎22-3169
情報課　　　� ☎22-3253 お55
税務課　　　　� ☎22-3148 お55・56
（地籍調査係） ☎22-3264
市民環境課　　� ☎22-3135 お55
人権啓発課　　 ☎22-3206
健康福祉課(福祉事務所)�☎22-3167 お55～57
保健センター ☎22-5088 お55・56
高齢者支援課　� ☎22-3145 お55・56
農政課　　　　 ☎22-3274
商工観光課　　 ☎22-3174
建設課　　　 ☎22-3187
下水道課　　　� ☎32-3200 お32・55
会計課　　　　 ☎22-3284
議会事務局　　 ☎22-3279
水道課 ☎22-3196
教育課　　　　 ☎22-3229 お55
監査委員事務局 ☎22-3240
農業委員会事務局 ☎22-3254
選挙管理委員会事務局 ☎22-3239
消費生活センター ☎22-3364 お55

お
　知
　ら
　せ

▲�阿蘇くまもと空港キャラク
ター「あそらくん」

●
便
数　
１
日
45
便

　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
「
阿
蘇
く
ま
も

と
空
港
ラ
イ
ナ
ー
」

　
�http://w

w
w
.oaso-ozu.

com
/airline/

※�
10
月
28
日
か
ら
時
刻
表
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
ご
利
用
の
際
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
時
刻
表
を
あ
ら
か

じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
熊
本
県
交
通
政
策
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
６
７

　
税
務
課
で
は
現
在
、
九
州
北
部
豪

雨
に
係
る
市
民
税
及
び
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

●
住
宅
及
び
家
財
の
損
害

　

�

損
害
額
や
補
て
ん
さ
れ
る
べ
き
金

額
が
お
分
か
り
に
な
り
ま
し
た

ら
、
お
早
め
に
申
請
さ
れ
て
く
だ

さ
い
。

　

�

住
宅
及
び
家
財
に
10
分
の
３
以
上

の
損
害
を
受
け
た
方
が
減
免
対
象

と
な
り
ま
す
。

●
農
作
物
の
損
害

　

�

農
作
物
に
損
害
を
受
け
た
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
過
去
３
年
間
に
お

け
る
平
均
収
入
金
額
（
作
物
毎
）、

作
物
の
減
収
率
、
補
て
ん
さ
れ
る

べ
き
金
額
（
農
作
物
共
済
等
）
に

よ
り
計
算
し
ま
す
。

　
�

損
害
割
合
が
10
分
の
３
以
上
で
あ

れ
ば
減
免
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課

　
☎
２
２
‐
３
１
４
８



世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
お
け
る

無
料
・
匿
名
検
査

阿
蘇
草
原
再
生
募
金
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
！

　
阿
蘇
の
草
原
を
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
持

続
的
な
草
原
利
用
・
維
持
管
理
に
向

け
た
新
た
な
仕
組
み
の
１
つ
と
し

て
、
阿
蘇
草
原
再
生
募
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

●
募
金
方
法

▼
金
融
機
関
に
送
金

　

�

肥
後
銀
行
、
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀

行
、
熊
本
第
一
信
用
金
庫
、
Ｊ
Ａ

阿
蘇
、
郵
便
局
か
ら
送
金
。

▼
施
設
の
募
金
箱
へ

　

�

阿
蘇
郡
市
内
の
役
場
や
公
共
施

設
、
宿
泊
施
設
な
ど
に
設
置
さ
れ

て
い
る
場
所
で
募
金
。

▼
直
接
持
参

　

�

募
金
事
務
局
へ
直
接
持
参
。（
所

在
地
は
以
下
に
記
載
）

21 広報 あそ
2012.11

く ら し の 情 報

《 テーマ：２学期の目標は？》
　帰ったら、すぐしゅく題をする。　（尾ヶ石東部小３年・吉良凜

りんた
汰）

コ ミ ュ ニ テ ィ 助 成 事 業 で
衛 星 携 帯 電 話 を 整 備

　地域社会の健全な発
展と住民福祉の向上を
図ることを目的とした
コミュニティ助成事業
により、衛星携帯電話４台を整備しました。
　この事業は、宝くじの社会貢献広報事業と
して財団法人自治総合センターが助成を行う
ものです。衛星携帯電話は、災害発生時に電
話線が断線するなど連絡手段が途絶した場

合にも利用でき
ます。災害に強
い通信機器であ
り、災害対策に
大きな効果があ
ります。

▲整備した衛星電話。

広
告

状
況
が
分
か
る
写
真
▼
還
付
（
返

還
）
請
求
書
（
既
に
納
付
し
た
場

合
に
限
る
）

●
受
付
期
限　
平
成
25
年
３
月
31
日
日

●�

留
意
事
項　
還
付
は
口
座
振
込
と

な
り
、
手
続
き
は
約
２
ヵ
月
を
要

し
ま
す
。
ま
た
、
軽
自
動
車
に
つ

い
て
は
車
庫
証
明
が
不
要
な
た
め

対
象
外
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
阿
蘇
警
察
署
交
通
係

　

☎
２
２
‐
５
１
１
０

▼
協
賛
商
品
購
入
を
通
じ
て

　

�

ク
オ
カ
ー
ド
や
ワ
オ
ン
カ
ー
ド
、

定
期
預
金
な
ど
の
協
賛
商
品
を
購

入
す
る
こ
と
で
売
上
げ
の
一
部
が

募
金
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

�

阿
蘇
草
原
再
生
募
金
事
務
局

　
（

（公財）
阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
内
）

　
所
在
地
：
阿
蘇
市
的
石
１
５
３
７

　
☎
３
５
‐
１
１
１
０

　

阿
蘇
保
健
所
で
は
、「
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
」
の
一
環
と
し
て
、
通
常
の

検
査
日
に
追
加
し
て
検
査
を
実
施
し

ま
す
。
検
査
は
、
無
料
・
匿
名
で
受

け
ら
れ
ま
す
。（
12
月
中
に
５
日
間
実
施
）

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で

す
。
感
染
か
ら
発
病
ま
で
、
数
年
の

潜
伏
期
が
あ
り
、
感
染
し
て
い
て
も

早
期
に
発
見
し
治
療
を
始
め
る
こ
と

で
、
発
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
検
査
結
果
は
、
採
血
後
、
約

１
時
間
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
阿
蘇
保
健
所

　
☎
３
２
‐
０
５
３
５



第
５
回
阿
蘇
体
育
館
「
は
ま
っ
て

や
る
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
」

阿
蘇
市
地
域
づ
く
り

情
報
交
換
会
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専
門
士
業
団
体
無
料
相
談
会

　
お
仕
事
、
日
常
生
活
で
の
あ
ら
ゆ

る
問
題
・
不
安
に
「
現
役
７
士
業
の

専
門
家
」が
無
料
で
お
答
え
し
ま
す
。

　
ご
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
複
数
の

専
門
家
が
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

●
と
き　
11
月
25
日
日

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア
９
階
（
第
１
会
議
室
）

●�

そ
の
他　
当
日
は
電
話
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談
及
び
問
い
合
わ
せ

　

�

公
益
社
団
法
人　
熊
本
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会

　
☎
０
９
６
‐
３
８
５
‐
５
０
２
０

相
談
・
募
集

広
告

●
と
き　
11
月
13
日
火

　
午
後
７
時
～
９
時

●
受
付　
午
後
６
時
30
分
～

●�

と
こ
ろ　

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
内
牧
）

●
入
場　
無
料

●
内
容

▼�

第
１
部　

講
演
「
今
日
か
ら
実

践
！
『
す
ぐ
に
役
立
つ
お
も
て
な

し
術
』」（
阿
蘇
市
地
域
振
興
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
前
田
香
保
里
氏
）

▼
第
２
部　
地
域
づ
く
り
情
報
交
換
会

●
主
催　
阿
蘇
市
地
域
づ
く
り
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ　
企
画
振
興
課

　
☎
２
２
‐
３
１
６
９

●�

参
加
資
格　
平
成
24
年
４
月
２
日

現
在
で
50
歳
以
上
の
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
愛
好
者
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
阿
蘇
市
内
在
住
の
方

②�

阿
蘇
市
で
活
動
す
る
ク
ラ
ブ
で
活

動
さ
れ
て
い
る
方

③�

阿
蘇
市
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

●�

参
加
料　
１
名
５
０
０
円
（
大
会

当
日
に
徴
収
し
ま
す
）
参
加
賞
・

各
賞
あ
り

●
申
込
締
切
日　
11
月
30
日
金

※
当
日
必
着

●�

申
し
込
み
方
法　
所
定
の
申
込
用

紙
に
よ
り
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
持
参

の
い
ず
れ
か
で
お
申
込
く
だ
さ

い
。（
電
話
受
付
不
可
）

●
注
意
事
項

※�

ラ
ケ
ッ
ト
は
選
手
各
自
で
ご
用
意

下
さ
い
。

※�

必
ず
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ（
上
履
き
）

を
ご
準
備
下
さ
い
。

※
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●�

主
催　
株
式
会
社
Ａ
Ｓ
Ｏ
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト

●
問
い
合
わ
せ　
事
務
局

　
☎
３
２
‐
４
０
０
０

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

　
地
域
の
方
々
の
気
配
り
、
思
い
や

り
か
ら
生
ま
れ
る
「
お
も
て
な
し
」

は
、
阿
蘇
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
、

唯
一
無
二
の
価
値
と
な
り
ま
す
。
ま

ず
は
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
地
域
活

性
化
に
繋
げ
る
お
も
て
な
し
術
を
学

び
ま
せ
ん
か
？

　
阿
蘇
地
域
の
愛
好
者
の
健
康
維
持

と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
左

記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　
12
月
８
日
土

　
受
付
午
前
８
時
30
分
～　

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館
（
内
牧
）

●
競
技
種
目　
シ
ン
グ
ル
ス
の
み　

　
（
男
女
別
）

《 テーマ：２学期の目標は？》　  体育いがいのべんきょうはぜんぶきらいだから
　　　　　　　　　　　　　頑張りたいです。　（尾ヶ石東部小３年・楢林�順

じゅんしん
真）



親
子
で
古
代
勾
玉
づ
く
り
・

火
お
こ
し
体
験

学
校
応
援
団
講
演
会

ｄｅ
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古
代
の
勾
玉
づ
く
り
と
火
お
こ
し

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
親
子
で

古
代
人
に
な
り
き
ろ
う
♪

●
と
き　
12
月
１
日
土

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

●�
と
こ
ろ　

旧
役
犬
原
小
学
校
跡

（
阿
蘇
市
役
犬
原
８
０
５
番
地
）

●�

対
象　
市
内
在
住
の
小
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
同
伴

●�

定
員　
15
組
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

●�

参
加
費　
１
人
３
０
０
円
（
材
料

費
及
び
保
険
料
）

●�

申
込
先　
市
教
育
委
員
会
に
直
接

お
電
話
下
さ
い
。

●
申
込
締
切　
11
月
19
日
月
ま
で

●
そ
の
他　
　

▼�

会
場
ま
で
は
、
各
自
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼�

簡
単
な
作
業
と
火
お
こ
し
体
験
を

行
い
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
く
汚

れ
て
も
構
わ
な
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼�

必
要
な
道
具
、
軍
手
等
は
準
備
い

た
し
ま
す
。

▼�

当
日
は
、
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

の
指
導
員
が
勾
玉
の
作
り
方
や
火

の
お
こ
し
方
を
説
明
し
ま
す
。

●
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会�

社
会
教
育
係

　
☎
２
２
‐
３
２
２
９

　
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
、
学
校
だ
け

が
役
割
と
責
任
を
負
う
の
で
は
な

く
、こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校
、家
庭
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
、
今
、
全
国
で
は
多
く
の

地
域
で
学
校
応
援
団
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
学
校
が
求
め
る
活
動
に
つ
い

て
、
地
域
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
協
力
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
育
て
る
動
き
で
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
地
域
ぐ
る
み

で
阿
蘇
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た

め
に
、
地
域
の
方
々
に
よ
る
学
校
支

援
活
動
の
意
義
や
必
要
性
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
、
更
な
る
協
力
を

得
る
た
め
に
、
こ
の
分
野
に
詳
し
い

内
閣
府
地
域
活
性
化
伝
道
師
（
教
育

分
野
）
三
角
幸
三
先
生
を
お
招
き

し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

●
と
き　
11
月
28
日
水

　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
い
こ
い
の
村

●
テ
ー
マ　

　
『�

地
域
の
学
校
応
援
団
を
つ
く
ろ
う
!!
』

●
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会�

社
会
教
育
係

　
☎
２
２
‐
３
２
２
９

阿蘇
スイーツめぐり
Season２

「阿蘇ｄｅスイーツめぐり」のシーズン２が装いも新
たに開催！参加店舗も２１店舗に拡充して来年 3 月
31 日まで楽しめます。
シーズン１では、食べることのできなかったスイーツ
も多数登場！是非、この機会にご家族、お友達とご一
緒に参加店舗を巡って、美味しいスイーツをご賞味く
ださい。目指せ全店制覇！！

おかみカフェ
菓匠久幸堂
ＭＩＹＵＫＩ
菓舖よしなみ
お菓子な本屋さん井野書店
グルメな酒屋さん高野商店
渡辺万十
モンテ内牧
はな阿蘇美
親子カフェＳａｉ
菓心なかむら

森万十
菓舖さとう
阿蘇お菓子工房たのや
豆の匠
柑七
華かずら
武双庵
阿蘇天然アイス
木村豆腐店
後藤万十店

おかみカフェ
菓匠久幸堂

森万十
菓舖さとう菓匠久幸堂

ＭＩＹＵＫＩ
菓舖さとう
阿蘇お菓子工房たのや

菓匠久幸堂 菓舖さとう
阿蘇お菓子工房たのやＭＩＹＵＫＩ

菓舖よしなみ
阿蘇お菓子工房たのや
豆の匠

ＭＩＹＵＫＩ 阿蘇お菓子工房たのや
菓舖よしなみ
お菓子な本屋さん井野書店

豆の匠
柑七

菓舖よしなみ 豆の匠
お菓子な本屋さん井野書店
グルメな酒屋さん高野商店

柑七
華かずら

お菓子な本屋さん井野書店 柑七
グルメな酒屋さん高野商店
渡辺万十

華かずら
武双庵

グルメな酒屋さん高野商店 華かずら
渡辺万十
モンテ内牧

武双庵
阿蘇天然アイス

渡辺万十 武双庵
モンテ内牧
はな阿蘇美

阿蘇天然アイス
木村豆腐店

モンテ内牧 阿蘇天然アイス
はな阿蘇美
親子カフェＳａｉ

木村豆腐店
後藤万十店

はな阿蘇美 木村豆腐店
親子カフェＳａｉ
菓心なかむら

後藤万十店親子カフェＳａｉ 後藤万十店
菓心なかむら菓心なかむら★

★
★

★
★ ..... 新規参加店舗■参加店舗一覧

■販売店舗（５００円 [３枚つづり ]）
阿蘇インフォメーションセンター
一の宮インフォメーションセンター
参加店舗の一部（おかみカフェ、はな阿蘇美など）

菓心なかむら「りんごパイ」

木村豆腐店　
「豆乳入りチーズケーキ」

親�子カフェＳａｉ　「ボンベッタ
（ハーフサイズ）」

お�かみカフェ　「温泉水カフェ
ゼリーミニサイズ（温泉水
コーヒーｏｒカフェオレ付）」

問い合わせ　商工観光課　☎ 22-3174

【
阿
蘇
市
公
民
館
事
業
】

《 テーマ：２学期の目標は？》
　読書をがんばる。　（尾ヶ石東部小４年・勝木�心

こは く
彗）



復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
～
阿
蘇
の
元

気
は
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
！
～
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《 テーマ：２学期の目標は？》
　勉強、スポーツ、そして野球をがんばるぞ。　（尾ヶ石東部小４年・鎌倉�一

かず き
樹）

阿
蘇
中
央
高　
二
つ
の
文
化
祭

【
阿
蘇
校
舎
「
雄
阿
祭
」】

　
「
ス
タ
ー
ト　
～
伝
統
を
繋
ぎ
新

し
い
風
を
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
ク
ラ

ス
、
委
員
会
、
部
活
動
、
保
護
者
に

よ
る
飲
食
物
バ
ザ
ー
や
展
示
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
に

よ
る
販
売
実
習
な
ど
日
頃
の
学
習
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
下
さ
い
。

●
と
き　
11
月
10
日
土

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

●�

問
い
合
わ
せ　
阿
蘇
校
舎　

　
☎
２
２
‐
０
０
７
０

【
阿
蘇
清
峰
校
舎
「
蘇
岳
祭
」】

　
「
創
造　
～
阿
蘇
の
大
地
に
刻
む

一
歩
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
頃
の
学

習
の
成
果
で
あ
る
農
産
物
（
ハ
ム
・

花
卉
類
・
木
工
品
な
ど
）
販
売
を
は

じ
め
、
展
示
・
発
表
の
ほ
か
、
各
種

食
品
バ
ザ
ー
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
は
「
竹
灯
り
」（
11

月
10
日
土
午
後
５
時
30
分
～
８
時
）

も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

●
と
き　
11
月
11
日
日

　
午
前
９
時
20
分
～
午
後
１
時
30
分

●�

問
い
合
わ
せ　
阿
蘇
清
峰
校
舎　

　
☎
２
２
‐
０
０
４
５

阿蘇のお土産 お 菓 子 コ ン テ ス ト 2012

応募
期間 12 月 ３ 日 月ま で阿蘇の新たな土産となりうる“お菓子”のアイデアコンテストを

今年も開催します。皆さんの感性、感覚、五感から生まれる阿蘇
をモチーフにした和菓子、洋菓子に挑戦してみませんか？
●応募方法
指定の応募用紙に必要事項をご記入の上、作品の写真またはイラ
ストを添付し、郵送で事務局にお送りいただくか、直接持参の上、
ご提出ください。その他、詳しくはチラシをご覧ください。
●応募用紙（チラシ）設置場所
市役所、各支所、公共施設、飲食店の一部など。

応募先及び問い合わせ　阿蘇市健康づくりの郷推進委員会事務局（商工観光課内）　☎ 22-3174

▲昨年のグランプリ
　阿蘇deタルト

▼昨年の準グランプリ
　�阿蘇五岳ジャムライス
ケーキお土産セット

　
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
中
心
的
被

災
地
と
な
っ
た
阿
蘇
市
を
ス
ポ
ー
ツ

の
持
つ
力
で
支
援
し
ま
す
。
普
段
な

か
な
か
接
す
る
事
が
出
来
な
い
ア
ス

リ
ー
ト
と
の
触
れ
合
い
企
画
が
盛
り

だ
く
さ
ん
！
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

●
と
き　
12
月
９
日
日　
午
前
10
時
～

●
と
こ
ろ　
ア
ゼ
リ
ア
21

●
内
容　

▼�

水
泳
教
室

　
（
金
メ
ダ
リ
ス
ト
柴
田
亜
衣
さ
ん
）

▼�

体
操
教
室

　
（
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
松
永
政
行
さ
ん
）

▼�

高
齢
者
水
泳
教
室
と
講
演�

（
筑
波
大

　
学
名
誉
教
授
野
村
武
男
さ
ん
）

▼�

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

　
（
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
）

▼�

相
撲
教
室
と
ち
ゃ
ん
こ
会

　
（
熊
本
県
出
身
力
士
等
）

▼�

大
銀
杏
髪
結
い
実
演
披
露

▼�

商
店
街
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

●�

主
催　
ア
ゼ
リ
ア
21
指
定
管
理
者

㈱
東
京
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

●�

そ
の
他

　各
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
方

法
や
対
象
者
な
ど
は
、
ア
ゼ
リ
ア

21
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
ア
ゼ
リ
ア
21　

　
☎
２
２
‐
５
３
１
１
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離婚・相続・借金・交通事故・土地の境界 etc… ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日１０時～１７時（事前予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１０５０円
・『多重債務』の相談 は 無料 地域の法律事務所として設立された公設事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　関塚 明子（せきづか　あきこ）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

12
月
の
内
牧
「
工
芸
と
温
泉
」

を
楽
し
も
う
！

第
１
３
０
回

阿
蘇
市
を
さ
る
こ
う
！

  

元
気
な
ら
ぎ
の
で
里
芋
収
穫

 

体
験
と
自
然
ウ
ォ
ー
ク

　
４
月
に
植
え
付
け
体
験
を
行
っ
た

里
芋
が
立
派
に
実
り
ま
し
た
。
そ
の

里
芋
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
す
。
収

穫
の
後
は
波
野
の
自
然
を
感
じ
な
が

ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
も
ち
ろ
ん
、
収

穫
し
た
里
芋
の
お
土
産
付
き
で
す
！

●
と
き　
11
月
11
日
日　

　
午
前
９
時
45
分
～
午
後
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
市
楢
木
野
地
区

●�

集
合　
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館

総
合
案
内
所
（
午
前�

９
時
45
分
）

●
案
内
人　
元
気
な
ら
ぎ
の

●�

参
加
費　
▼
大
人
２
千
円
▼
小
人

千
円
▼
３
歳
以
下
無
料(

里
芋
の
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行事・イベント

スポーツ施設スケジュール
(内容は10月12日現在)

●阿蘇体育館（☎３２－４０００）

●農村公園あぴか（☎３２－５０８１）

11月
10日�土：�阿蘇市子ども芸術祭(阿蘇体育館)
　�〃�　：�阿蘇ジオパーク秋祭り（農村環境

改善センター、～11日)
11日�日：�波野高原新そばまつり（道の駅波

野「神楽苑」）
13日�火：�阿蘇市地域づくり情報交換会(農村

環境改善センター)

��6日�木：阿蘇市人権フェスティバル
��8日�土：�阿蘇体育館はまってやるラージボ

ール卓球大会

11月
11日�日：�熊本県バスケットボールリーグ大会
23日�金：阿蘇郡市中学学年別卓球大会

11月
20日�火：阿蘇市グラウンドゴルフ大会
24日�土：阿蘇郡市陸上記録会
25日�日：県リーグサッカー大会

お
土
産
、
昼
食
、
保
険
代
込)

●
持
参
物　
軍
手
、
長
靴

●�

定
員　
30
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

●�

問
い
合
わ
せ　
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間

博
物
館
総
合
案
内
所

　
☎
３
５
‐
５
０
７
７

12月

12月
��6日�木：�阿蘇市人権フェスティバル
　　　　　(阿蘇体育館、午前8時30分～)

　
７
月
12
日
の
水
害
で
地
元
の
作
り

手
が
罹
災
し
た
こ
と
で
支
援
を
続
け

て
く
だ
さ
っ
て
い
た
陶
芸
仲
間
か
ら

の
、“
内
牧
を
元
気
づ
け
よ
う
！
”

と
い
う
温
か
い
声
に
、
地
元
作
り
手

も
応
じ
、
今
回
、
展
示
会
を
開
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
出
展
内
容
は
、
県
内
の
窯
元
10
ヶ

所
に
よ
る
陶
芸
家
の
作
品
を
は
じ

め
、
写
真
、
花
、
布
の
作
り
手
の
作

品
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
特
別
に
、
気
仙
沼
と
ア
メ
リ

カ
か
ら
の
陶
芸
作
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
透
き
通
る
ア
ン
デ
ス
音
楽
演
奏
な

ど
で
知
ら
れ
る
ビ
エ
ン
ト
の
お
二

人
も
、
内
牧
復
興
支
援
の
た
め
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

●
と
き　
12
月
１
日
土
～
３
日
月　

　
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

イ
タ
ヤ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
内
牧
１
０
４
番
地
、
日
本
生
命
前
）

【
ビ
エ
ン
ト
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
】

▼�

12
月
１
日
土　
午
後
２
時
か
ら
イ

タ
ヤ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催

▼
入
場
無
料

●
問
い
合
わ
せ　

　
☎
３
２
‐
４
４
０
３
（
冨
田
）

【お詫びと訂正】�広報あそ１０月号２０ページに掲載した予防接種実施医療機関の電話番号に誤りがありま
した。お詫びして訂正します。（正：栗林内科医院☎２４－１０２４）

阿蘇市人権フェスティバル
　展示部門では、園児が描いた人権絵
画や児童・生徒が考えた人権標語など
を多数展示します。
　ステージ部門では、ＪＯＹ倶楽部（障
害福祉サービス事務所）の演奏や記念
講演を予定しています。
　また、人権擁護委員による特設人権
相談所を開設します。
●問い合わせ　人権啓発課

☎２２ ‐ ３２０６



日　程 巡�回�場�所�及�び�予�定�時�間

11月21日水
12月19日水

■移動図書館「あそ号」巡回日程

11月22日木
12月20日木
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図書館だより 問い合わせ：���阿蘇図書館　　☎32-0067　
　　　　　　一の宮図書館　☎22-2916

一の宮図書館
9:30

坂梨公民館
11:00～11:20

古城公民館
11:30～11:50

一の宮図書館
12:05

阿蘇図書館
8:55

猿渡製材所
10:55～11:10

坊中公民館
11:20～11:35

上の小屋バス停南
15:50～16:10

たちばな園
16:20～16:40

下の原公民館
9:30～9:50

山田公民館
9:05～9:20

西役犬原公民館
10:00～10:20

竹原公民館
10:30～10:45

佐伯商会前
11:40～12:00

くんわの里
12:10～12:30

枳天満宮
14:20～14:40

赤水駅
14:50～15:10

宮本酒店前
15:20～15:40

阿蘇図書館
16:50

波野保健福祉ｾﾝﾀｰ
10:00～10:30

※阿蘇地区は、８月より巡回コースと時間を一部変更しています。

《 テーマ：２学期の目標は？》
　運動会の練習とじきゅう走大会をがんばる。　（尾ヶ石東部小４年・佐藤�優

ゆう た
太）

阿 蘇 世 界 文 化 遺 産 リ レ ー コ ラ ム ～ わ が ま ち 自 慢 の 文 化 遺 産 ～

　阿蘇世界文化遺産リレーコラム第２回は、阿蘇市から「北外輪山からの眺望」についてのご紹介です。

第２回 北 外 輪 山 か ら の 眺 望 担当：阿蘇市

北外輪山から望む阿蘇の景観は、前方を見渡
せば阿蘇五岳がそびえたち、左右に標高差

300 ～ 500 ｍの雄大なカルデラ壁が連なりま
す。今の季節にはいくつかの条件が揃えば雲海
を見る事ができ、雲海の上に横たわる涅槃像の
姿は阿蘇に住むわたしたちが見ても感動を覚え
ます。また、眼下には阿蘇谷の田園風景が広が
り、なかでも田植え後の水田は一面が鏡のよう
に光り輝き、平地では水を張った水田に映る「逆
さ涅槃像」が現れます。
　そのまわりに目を移せば、人々の維持管理に
よって守られてきた広大な草地景観が広がり、
阿蘇の雄大さを改めて感じる事ができます。こ
のすばらしい景観の全てが、人々と自然が造り
出す『文化的景観』であり、阿蘇ならではの風

次回は、南小国町の「わがまち自慢の文化遺産」についてご紹介します！

景そのものです。
　世界文化遺産に登録されるには、いつの時代
に誰が見ても素晴らしいと思える価値があり、
さらにその価値を将来に亘って守っていく事が
条件となります。この阿蘇のすばらしい『文化
的景観』を、阿蘇に暮らすわたしたちの手で守
り続けましょう。

■�11月のおはなし会　
　●とき　11月24日土　午後2時から　●ところ　阿蘇図書館おはなしコーナー

図 書 館へ 行 こ う！
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子育て支援
センター情報

市では３ヶ所の子育て支援センターを開設しています。
どのセンターも自由にご利用いただけます。

11月・12月

●○○○●○●○○お元気ですか？食生活改善推進員協議会○●○○○●○

●○○○●○●○○お元気ですか？食生活改善推進員協議会○●○○○●○

11月・12月子育て支援 11月・12月子育て支援 11月・12月
子育て中の人たち集まれ！！

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21

～
波
野
中
学
校
３
年
生
と
学
ぶ
～

広報 あそ
2012.11

１３日�火：�落ち葉・木の実拾い
（10：30散歩に出発）

１５日�木：��リース作り（10組限定）
　　　　　�※要予約
２２日�木：�わいわい子育て相談会

（乳幼児健診医：江崎真
澄先先による相談会）

２７日�火：�誕生会・計測日（スタ
ンプラリーを楽しもう）

す く す く 広 場 ぴ よ ぴ よ 広 場の ん び り 広 場
●場　所　波野保育園内
●開放日　�月～金曜
●時　間　9:00～14:00
●電　話　２４‐２８００
※お知らせ端末同番号

活 動 内 容
11月

12月

11月

12月

●場　所　�一の宮子育て支援セ
ンター(りんどう保育園横)

●開放日　�月～土曜
●時　間　8：00～17：00
　　　　　(土曜は12:00まで)
●電　話　２２‐４５３９
※お知らせ端末同番号

●場　所　�阿蘇市役犬原児童館
（役犬原12番地）

●開放日　�月～金曜(第2土曜開所)
●時　間　9:00～17:00
●電　話　３４－１６３３

※�各所では育児相談を随時受け付けています。電話相談も可能です。(一の宮子育て支援センターは育児相談専用☎２２‐３８５０まで )

活 動 内 容

１４日�水：��プラパンを楽しもう
２１日�水：��誕生会・計測日
　　　　　�発表会の準備をしよう
２８日�水：��リースを作ろう

　７日�金：�波野保育園の発表会に
参加しよう

　４日�火：�お正月飾り作り（10
組限定）※要予約

　６日�木：�編み物教室（髪飾りを
作りましょう→毛糸・
鍵針持参）

１２日�月：��食生活改善推進員さん
による料理教室（9：
40農村環境改善セン
ター集合）※要予約

１４日�水：����不用品交換会・お店屋
さんごっこ

２１日�水：�誕生会・おはなし会（ア
ップルさん）

２８日�水：����親子ふれあい体操（大
塚美和氏）

11月

12月
　５日�水：�計測日・ｸﾘｽﾏｽ飾り作り

阿蘇市子育て支援センター（三
久保）の改修工事が完了する
まで、開設場所を阿蘇市役犬
原児童館に変更しています。

《 テーマ：２学期の目標は？》
　テストで１００点をとるようにがんばる。　（尾ヶ石東部小４年・木浦�愛

あい と
都）

波
野
中
学
校
３
年
生
と

一
緒
に
、
６
月
19
日・

９
月
７
日
・
９
月
19
日
の
三

日
間
、
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

21
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
自
分
の
食
生
活

を
振
り
返
り
、
生
活
習
慣
病

を
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
①

生
活
習
慣
病
と
食
②
体
作
り

と
食
③
地
域
の
食
材　
の
三

班
に
分
か
れ
て
調
査
を
し
ま

し
た
。

　

調
査
報
告
で
は
、「
生
活

習
慣
病
を
、身
近
に
感
じ
た
」

「
成
長
す
る
為
に
は
ビ
タ
ミ

ン
が
大
切
」
等
の
気
づ
き
が

あ
り
、
地
域
の
食
材
で
は
、

阿
蘇
中
央
高
校
清
峰
校
舎
で

開
発
さ
れ
た
「
白
い
ち
ご
」

に
出
合
い
、「
も
っ
と
宣
伝

し
た
い
」
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
調
理
実
習
は
、
波
野
の
特

産
品
で
あ
り
、
中
学
生
が
好

き
な
食
材
の
一
番
に
選
ん

だ
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
そ
ば
を

使
っ
て
、
①
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ

ツ
②
そ
ば
サ
ラ
ダ
③
カ
ボ

チ
ャ
の
ス
ー
プ
④
牛
乳
も
ち

を
作
り
ま
し
た
。
牛
乳
も
ち

に
つ
い
て
は
、
牛
乳
と
片
栗

粉
で
簡
単
に
作
れ
た
為
、「
家

族
に
作
っ
て
食
べ
さ
せ
た

い
」
と
好
評
で
し
た
。
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《 テーマ：２学期の目標は？》
　体育をがんばる。　（尾ヶ石東部小４年・坂梨�龍

りゅうき
樹）

人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ
直し、人権や差別について話し合
う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう牛
が
生
ま
れ
た

波
野
小
学
校
　六
年

市
原
　朱あ

や
さ沙

　
駅
伝
か
ら
帰
る
と
お
父

さ
ん
が
、

「
今
か
ら
、
朝
生
ま
れ
た

牛
を
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
ば

ち
ゃ
ん
と
三
人
で
見
に
行

く
け
ん
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
私
も
子

牛
が
見
た
か
っ
た
の
で
、

「
私
も
行
く
。
」

と
言
い
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
と
軽
ト
ラ
で
行

き
ま
し
た
。
途
中
で
道
が

あ
れ
て
い
た
の
で
、
ト

ラ
ッ
ク
が
走
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
軽
ト

ラ
に
三
人
で
乗
り
か
え
、

山
を
上
っ
て
い
き
ま
し

た
。
行
く
途
中
ぐ
ら
ぐ
ら

揺
れ
て
い
た
の
で
、

「
う
ぁ
あ
あ
あ
。
」

と
声
を
出
し
て
み
ま
し

た
。
声
が
揺
れ
て
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。

草
原
に
着
く
と
、
お
父
さ

ん
は

「
親
牛
が
あ
そ
こ
に
い

る
け
ん
。
子
ば
、
さ
が

せ
。
」

と
い
い
ま
し
た
。
探
し
て

い
る
と
、
お
ば
ち
ゃ
ん
が

子
牛
を
見
つ
け
て

「
こ
こ
に
お
る
ば
い
。
」

と
私
た
ち
を
呼
び
ま
し

た
。

　
牛
の
子
は
草
原
に
寝
て

い
ま
し
た
。
ぬ
る
ぬ
る
と

し
て
い
て
体
に
茶
色
の
毛

が
張
り
付
い
て
い
ま
し

た
。
牛
を
見
た
と
き
（
め

す
の
赤
ち
ゃ
ん
な
の
に
大

き
い
な
）
と
思
い
、
な
ん

だ
か
わ
く
わ
く
し
ま
し

た
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
父

さ
ん
は
、
親
牛
を
見
に
行

き
ま
し
た
が
、
私
は
ず
っ

と
そ
ば
で
子
牛
を
見
て
い

ま
し
た
。

　
子
牛
は
、
雨
が
降
っ
て

い
た
の
で
、
ぶ
る
ぶ
る
震

え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
お
ば
ち
ゃ
ん
は

「
こ
れ
使
い
な
い
。
」

と
言
っ
て
、
持
っ
て
き
て

い
た
古
着
を
私
に
渡
し
て

く
れ
ま
し
た
。
古
着
を
か

け
よ
う
と
す
る
と
子
牛
は

ブ
ル
ル
、
ブ
ル
ル
と
体
を

ふ
っ
て
い
や
が
っ
て
い
ま

し
た
。
（
体
、
ふ
か
な
い

か
ん
と
に
）
と
私
は
思
い

ま
し
た
。

　
い
や
が
っ
て
い
る
子
牛

に
か
ま
わ
ず
に
、
お
ば

ち
ゃ
ん
と
私
が
古
着
で
体

を
ふ
こ
う
と
す
る
と
牛
は

逃
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

ふ
ら
ふ
ら
逃
げ
て
も
す
ぐ

に
休
ん
で
し
ま
う
の
で
、

私
た
ち
は
追
い
か
け
て
、

体
を
ふ
き
続
け
ま
し
た
。

牛
は
べ
と
べ
と
が
と
れ
て

ふ
さ
ふ
さ
の
体
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
（
こ
れ
で

い
い
か
な
）
と
私
は
思
い

ま
し
た
。

お
父
さ
ん
が
、

「
子
牛
は
、
家
に
連
れ
て

帰
る
ぞ
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
お
父
さ
ん
と
二
人
で

子
牛
を
押
さ
え
つ
け
、
お

父
さ
ん
が
抱
え
て
軽
ト
ラ

の
荷
台
に
の
せ
ま
し
た
。

「
こ
ら
重
い
。
」

と
言
っ
て
の
せ
ま
し
た
。

私
は
（
重
い
の
に
、
お
父

さ
ん
は
、
よ
う
持
ち
き
る

な
ぁ
）
と
思
い
ま
し
た
。

軽
ト
ラ
の
上
に
は
私
と
お

父
さ
ん
が
の
っ
て
、
ト

ラ
ッ
ク
に
着
く
ま
で
の

間
、
牛
を
押
さ
え
つ
け
ま

し
た
。
牛
は
、
じ
っ
と
し

て
い
た
の
で
す
が
、
軽
ト

ラ
が
揺
れ
る
の
で
、
荷
台

の
壁
に
ど
ん
と
あ
た
り
ま

し
た
。
私
は
、

「
痛
そ
う
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
私
も
雨

で
び
ち
ょ
び
ち
ょ
で
寒
く

な
り
ま
し
た
。
（
寒
い

な
ぁ
）
と
思
っ
て
い
る
と

も
う
一
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に

着
き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん

は
子
牛
を
荷
台
に
の
せ
る

と「
こ
れ
を
着
ろ
。
」

と
言
っ
て
私
に
服
を
渡
し

て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

（
助
か
っ
た
）
と
思
い
な

が
ら

「
あ
り
が
と
う
。
」

と
言
っ
て
牛
の
隣
に
う
ず

く
ま
り
な
が
ら
牛
を
押
さ

え
ま
し
た
。

根
子
岳
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

で
家
ま
で
連
れ
て
帰
り
ま

し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

に
一
緒
に
の
っ
て
い
る

と
、
牛
は
四
つ
ん
ば
い
に

な
っ
て
、
ぼ
ー
っ
と
し
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
（
動

き
回
っ
た
か
ら
つ
か
れ
た

ん
だ
な
ぁ
）

と
思
い
ま
し
た
。

　
家
に
つ
く
と
、
お
父
さ

ん
が
連
絡
し
て
い
た
知
り

合
い
の
人
に
ミ
ル
ク
を
飲

ま
せ
る
ほ
乳
瓶
を
借
り
ま

し
た
。
ミ
ル
ク
を
や
る
ほ

乳
瓶
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で

で
き
て
い
て
、
二
Ｌ
く
ら

い
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
子
牛
が
口
を
含
む
と

こ
ろ
は
、
人
の
親
指
が
突

き
出
た
様
な
形
に
な
っ
て

い
て
、
四
角
の
容
器
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
ほ
乳

瓶
を
見
る
と
本
当
に
大

き
く
私
は
（
で
っ
か
い

な
ぁ
）
と
思
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
と
お
ば
ち
ゃ
ん

が
、
お
湯
と
水
を
家
か
ら

持
っ
て
き
て
、
粉
ミ
ル
ク

を
つ
く
り
ま
し
た
。
ミ
ル

ク
が
冷
め
な
い
よ
う
に
バ

ケ
ツ
に
お
湯
を
つ
い
で
き

て
、
ほ
乳
瓶
を
中
に
入

れ
、
暖
め
な
が
ら
飲
ま
せ

ま
し
た
。
私
が
ほ
乳
瓶
を

さ
わ
ろ
う
と
す
る
と
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が

「
あ
ん
た
、
風
邪
ひ
く
け

ん
。
家
で
着
替
え
て
き
な

い
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
私
は
少

し
（
ほ
乳
瓶
に
触
り
た

い
）
と
思
っ
た
け
ど
、
す

ぐ
に
家
に
戻
っ
て
着
替
え

ま
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
の
そ
ば
に
い

く
と
お
父
さ
ん
に

「
牛
に
毛
布
を
か
け
と
っ

て
く
れ
。
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
だ
か

ら
倉
庫
に
あ
っ
た
毛
布
を

牛
に
か
け
て
あ
げ
ま
し

た
。
毛
布
を
か
け
る
と
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

「
朱
沙
、
ご
飯
ば
い
。
」

と
言
う
の
で
昼
ご
飯
を
食

べ
ま
し
た
。
ご
飯
を
食
べ

終
わ
る
と
お
父
さ
ん
に

「
牛
を
見
て
き
な
い
。
」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
牛
を

見
に
行
く
と
、
毛
布
が
顔

だ
け
に
引
っ
か
か
っ
て
い

て
、
幽
霊
み
た
い
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
前
が
見
え

な
く
な
っ
た
牛
は
、
興
奮

し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
の
柵
に

ど
ん
ど
ん
と
当
た
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
ま
さ
か
こ

ん
な
風
に
な
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
の
で
、
大
笑
い

し
な
が
ら

「
あ
ら
大
変
な
こ
と
に

な
っ
と
る
ね
。
」
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人 権 作 文 平成２３年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成23年度時点。

《 テーマ：２学期の目標は？》
　字をきれいに書く。　（尾ヶ石東部小４年・田中�美

みさ き
咲）

と
言
い
ま
し
た
。
毛
布
を

取
っ
て
や
る
と
、
や
っ
と

落
ち
着
い
た
よ
う
で
し

た
。

　
お
父
さ
ん
は
、
ト
ラ
ッ

ク
か
ら
子
牛
を
だ
っ
こ
し

て
、
庭
に
あ
る
馬
が
昔
い

た
小
屋
の
中
に
入
れ
よ
う

と
し
ま
し
た
。
重
い
の
で

お
父
さ
ん
が
牛
を
下
ろ

し
、
歩
か
せ
よ
う
と
し
ま

し
た
が
、
牛
は
ま
っ
す
ぐ

歩
き
ま
せ
ん
。
お
父
さ
ん

は
、
黙
っ
て
、
一
生
懸
命

牛
の
お
し
り
を
押
し
ま
し

た
。
な
か
な
か
真
っ
直
ぐ

歩
か
な
い
の
で
今
度
は
、

お
父
さ
ん
が
横
か
ら
押
し

て
私
は
牛
を
誘
導
し
て

や
っ
と
牛
小
屋
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
牛
小
屋
に
入
っ
て
、
牛

の
顔
を
な
で
て
や
る
と
、

す
ご
く
近
づ
い
て
き
ま

す
。
牛
を
観
察
す
る
と
、

牛
の
鼻
が
、
は
な
で
か
カ

メ
ラ
み
た
い
に
見
え
ま

す
。
顔
の
大
き
さ
に
比
べ

て
鼻
が
大
き
い
の
で
（
な

ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
）
と
思
い

ま
し
た
。
牛
の
子
が
、

「
ふ
っ
ふ
っ
。
」

と
鼻
で
（
私
の
）
顔
の
に

お
い
を
か
ぎ
な
が
ら
近
づ

い
て
き
ま
す
。
笑
い
が
込

み
あ
げ
て
き
ま
す
が
、
牛

が
び
っ
く
り
す
る
と
い
け

な
い
の
で
、
笑
い
を
こ
ら

え
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い

る
と
、
つ
か
れ
た
み
た
い

で
、
ふ
ら
ふ
ら
し
て
、
足

を
ま
げ
て
座
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

「
あ
ー
あ
、
す
わ
っ

た
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
す
る
と
、
四
つ
ん
ば
い

に
な
っ
て
き
り
ん
み
た
い

な
格
好
で
寝
て
し
ま
い
ま

し
た
。
私
た
ち
も
家
に
帰

り
ま
し
た
。
四
時
ぐ
ら
い

で
し
た
。

　
ご
飯
を
食
べ
、
夜
の
九

時
ぐ
ら
い
に
な
る
と
お
父

さ
ん
が
家
に
い
な
い
の
で

外
に
出
て
み
ま
し
た
。
す

る
と
お
父
さ
ん
が
子
牛
に

ミ
ル
ク
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
子
牛
の
ミ
ル
ク
を
吸

う
力
は
と
て
も
強
そ
う

で
、
ミ
ル
ク
が
終
わ
っ
て

も
ミ
ル
ク
の
瓶
を
は
な
さ

ず
、
取
り
に
く
そ
う
で
し

た
。
そ
の
後
ま
だ
ミ
ル
ク

が
足
り
な
い
み
た
い
で
、

指
に
吸
い
付
い
た
り
、
お

父
さ
ん
の
ズ
ボ
ン
に
吸
い

付
き
ま
し
た
。
私
も
手
を

出
す
と
、
牛
は
私
の
指
に

も
吸
い
付
い
て
き
ま
し

た
。
指
に
吸
い
付
か
れ
る

と
指
が
下
の
歯
に
当
た
っ

て
痛
か
っ
た
で
す
。
後
で

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、

「
指
を
す
わ
れ
る
と
指
が

千
切
れ
る
か
も
し
れ
ん
ば

い
。
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
私

は
、

「
だ
い
じ
ょ
ぶ
っ

ち
ゃ
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ミ
ル
ク

が
全
部
な
く
な
っ
た
の

で
、
お
父
さ
ん
が
、

「
そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う

か
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
帰
ろ
う

と
し
た
ら
、
牛
の
子
が

「
も
ぉ
ー
。
」

と
鳴
き
ま
し
た
。
見
る

と
、
牛
の
子
が
、
柵
か
ら

出
よ
う
と
し
て
、
登
っ
た

り
、
思
い
っ
き
り
飛
ん
だ

り
し
て
い
ま
す
。
ま
る

で
、
（
も
っ
と
、
ミ
ル
ク

が
欲
し
い
。
一
緒
に
つ
い

て
行
き
た
い
）
と
言
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
お
父

さ
ん
は
、
牛
の
子
の
様
子

を
見
て
、

「
こ
ら
、
も
う
出
る
ば

い
。
」

と
言
い
な
が
ら
、
飼
料
袋

を
持
っ
て
き
て
柵
の
入
り

口
に
置
き
、
柵
の
入
り
口

が
開
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
た
。
少
し
ず
つ
、
離
れ

て
い
く
と
牛
の
子
の
目
か

ら
涙
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し

ま
し
た
。

　
私
は
犬
や
猫
も
泣
く
か

ら
一
緒
か
な
と
思
っ
た
け

ど
、
お
父
さ
ん
が

「
親
が
お
ら
ん
け
ん
、

や
っ
ぱ
、
さ
び
し
い
っ

ち
ゃ
ね
え
か
な
。
」

と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い

て
（
そ
う
な
の
か
な
。

や
っ
ぱ
り
さ
み
し
い
の
か

な
ぁ
。
親
牛
が
い
な
い
か

ら
、
涙
が
こ
ぼ
れ
た
の
か

な
ぁ
）
と
思
い
ま
し
た
。

ミ
ル
ク
を
ほ
し
が
る
牛
の

子
を
見
て
（
明
日
は
、
ミ

ル
ク
を
飲
ま
せ
て
み
た
い

な
）
と
思
い
ま
し
た
。

生
ま
れ
た
て
の
生
後
一
日

で
も
、
牛
の
子
は
大
き
い

の
で
大
変
で
す
。

　
で
も
、
こ
の
綴
り
を
書

い
て
い
る
と
ち
ゅ
う
、
先

生
が
、

「
あ
や
さ
さ
ん
、
こ
れ
み

ん
な
に
読
ん
で
い
い
か

い
。
」

と
聞
い
た
の
で
、

（
げ
っ
、
は
ず
か
し
い

な
）
と
思
っ
た
け
ど
（
ま

い
っ
か
）
と
思
っ
た
の

で
、
私
の
書
い
た
文
を
途

中
ま
で
み
ん
な
に
発
表
し

ま
し
た
。
み
ん
な
は
、

「
あ
や
ち
ゃ
ん
、
ふ
ら
ふ

ら
し
て
い
る
牛
を
追
い
か

け
て
す
ご
い
な
ぁ
。
」

「
あ
や
ち
ゃ
ん
、
い
い

な
。
ミ
ル
ク
や
る
の
は
、

楽
し
そ
う
。
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
そ
れ
を
聞
い
て
（
楽

し
い
だ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど

な
）
と
思
い
ま
し
た
。
で

も
、
み
ん
な
が
牛
を
育
て

て
い
る
こ
と
を
「
す
ご

い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の

で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
ま
で
、
牛
を
育
て
る

仕
事
は
、
目
立
た
な
い
仕

事
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
み
ん
な
が
滅
多
に
し

な
い
こ
と
を
す
る
、
特
別

な
仕
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。
牛
と
一
緒
に
い
る
と

新
し
い
発
見
が
あ
っ
た

り
、
お
も
し
ろ
い
牛
の
子

の
動
き
が
見
れ
る
の
で
、

わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
楽

し
さ
も
あ
り
ま
す
。
し
っ

か
り
面
倒
を
見
つ
づ
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。



予 防 接 種

休 日 在 宅 医

30

お知らせカレンダー
各 種 相 談 の 日 程

心配ごと相談＜無料＞
１２月　５日水
　9：30～12：00　阿蘇保健福祉センター
１２月１３日木
　9：30～12：00　一の宮保健センター
　問い合わせ　阿蘇市社会福祉協議会(☎32-1127)

年金出張相談＜(国民年金・厚生年金)予約制＞
１１月１６日金　
　10：00～15：00　阿蘇市役所
１２月　５日水
　10：00～15：00　農村環境改善センター
　予約先　熊本東年金事務所(☎096-367-2503)

もの忘れ相談＜予約制・無料＞
１１月２０日火　15：00～17：00　内牧支所
　予約先　高齢者支援課(☎22-3145)

こころの相談＜予約制・無料＞
１１月１３日火　13：30～16：00　阿蘇保健所
　予約先　阿蘇保健所(☎32-0535)

各 種 健 診 の 日 程
４ヶ月児健診
１１月１３日火　対象者　H24.6.16～7.15生まれ
　受付：通知に記載　場所：一の宮保健センター

７～８ヶ月児健診
１１月２７日火　対象者　H24.3月生まれ
　受付：通知に記載　場所：一の宮保健センター

１歳６ヶ月児健診
１２月　４日火　対象者　H23.4月生まれ
　受付：13：00～13：15　場所:一の宮保健センター

３歳児健診
１１月２０日火　対象者　H21.3.26～4.30生まれ
　受付：13：00～13：15　場所：阿蘇保健福祉センター

１１月１１日
１１月１８日
１１月２３日
１１月２５日
１２月　２日
１２月　９日

一の宮整形外科
松見内科クリニック
古閑医院
坂梨ハートクリニック
たくもと小児科クリニック
眼科　古嶋医院

２２－３９１１
２２－０２６０
２２－３０００
２４－６２６２
３４－２２０２
３４－０００８

３種混合[予約制]
場�　所：�阿蘇中央病院、たくもと小児科

クリニック、松見内科クリニック
対象者：生後３ヶ月～７歳６ヶ月未満

ＢＣＧ[毎月第４火曜日]
場　所：一の宮保健センター
受　付：9:30～9:50
対象者：生後３ヶ月～６ヶ月未満

麻しん・風しん[予約制]
●対象者
　１期:１歳～２歳未満児
　２期:年長児に相当する方
　３期:中学１年生に相当する方
　４期:高校３年生に相当する方
●�ＢＣＧ･麻しん･風しん等(生ワクチン)の予防接種を受けたら、２７日間は他
の予防接種は受けられません。ポリオ・３種混合・日本脳炎等(不活化ワク
チン)の予防接種を受けたら６日間は他の予防接種は受けられません。
●�必ず母子手帳と問診票を持参して下さい。問診票はＢＣＧ予防接種のとき
に配布しますが、事前に必要な方は問い合わせてください。

問い合わせ先：一の宮保健センター�☎２２－５０８８

日本脳炎[予約制]
対象者：３歳～７歳６ヶ月未満
　　　　９歳～13歳未満(※)
(※)�平成7年6月1日～平成19年4月1日生
まれの方は、20歳未満までの間、日
本脳炎１・２期が受けられます。

医療機関名
種類

麻しん風しん 日本脳炎
阿蘇温泉病院 ● ●
家入整形外科 ●
市原胃腸科外科 ●
小野主生医院 ● ●
古閑医院 ● ●
坂梨ハートクリニック ●
たくもと小児科クリニック ● ●
問端内科 ●
松見内科クリニック ● ●
脇胃腸科 ●
栗林内科医院 ● ●
波野診療所 ●
阿蘇中央病院 ● ●

○上記医療機関に必ず電話予約をしてください。

熊本県弁護士会法律相談＜予約制・有料＞
毎週金曜日※年末年始、祝祭日を除く
　13:00～16:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県弁護士会(☎096-325-0009)

熊本県司法書士会総合相談＜予約制・有料＞
毎週水曜日※年末年始、祝祭日を除く
　17:00～20:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県司法書士会（☎096-364-2890）※ 阿蘇中央病院夜間診療：毎週金曜19時～21時。

もうすぐ１歳児健診
１１月１３日火　対象者　H23.12月生まれ
　受付：13：00～13：15　場所：一の宮保健センター

登記相談（売買・贈与・相続等）＜無料＞
１１月１５日木　10：30～15：00　内牧支所
　問い合わせ　熊本地方法務局(☎096-364-2145)

広報 あそ
2012.11

健康測定日＜事前予約不要・無料＞
１１月１２日月　
　�10:30～16:00　場所：波野保健福祉センター
１１月１５日木　
　���9:30～17:00　場所：一の宮保健センター
１１月１６日金　
　���9:30～16:00　場所：内牧支所

※体重、血圧、HbA1c（血糖）検査等を行います。
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〔趣味〕スポーツ・音楽　〔特技〕歌
〔�阿蘇の好きなところ〕自然。特に荻岳からの眺望。
〔阿蘇市への要望〕
　�阿蘇市のＰＲ活動を活発に行い、地域の活性化に繋げてほしい。
〔好きな女性のタイプ〕思いやりのある人　
〔好きな言葉〕因果応報　

Ｑ．仕事の内容　一般土木・舗装工事・林業
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること
　　安全かつ丁寧な仕事
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材　料（５人分）
●小松菜・・・・・・・１束
●キャベツ・・・・１５０ｇ
●人参・・・・・・１/２本
●のり佃煮・・・・大さじ２

【作り方】

野菜を別々に茹でることで、そ
れぞれの歯ごたえ、持ち味を生
かすことができます。
のり佃煮だけの味付けで手軽に
できますので、季節の野菜（白
菜・春菊など）で作ってみま
しょう。

＜食改より一言＞

～ 食 生 活 改 善 推 進 員 協 議 会 ～
① 小松菜はゆでて、３ｃｍ位に切り水

気をきる。
　 キャベツは短冊切りにし、ゆでて水

気を切る。
　 人参は３ｃｍ位の細い短冊切りに

し、ゆでて水気を切る。
②海苔の佃煮で調味する。

エネルギー：　��28kcal
たんぱく質：　　��3.2g
脂　　　質：　�����0.1g
カルシウム：　���74mg
塩　　　分：　�����0.5g

青菜の磯辺和え青菜の磯辺和え
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/asocity

今年も盛況！両日合わせて 2,400 人来場　～第 21回神楽フェスティバル！
　毎年恒例となった阿蘇市のイベント、第２１回神楽フェスティバルが１０月
６・７日、道の駅波野「神楽苑」で開催され、両日合わせて 2,400 人が来場し、
市の伝統芸能を楽しみました。
　今年は、市内の中江・横堀両神楽保存会、波野こども神楽 (小・中）の４団体と、
大分県と島根県、韓国から７団体が出演し、それぞれ迫力ある演舞を披露。今回
は災害復興を祈願し復興の感謝を伝えるため、初めての試みとなる中江・横堀両
保存会による同時演舞「天の〆」（写真左）が披露され、２本の竹竿にそれぞれ
登り災害復興祈願と感謝の垂れ幕が下げら
れると、観覧者から大きな拍手が送られま
した。

▶�初日には韓国安山市から来日
し、韓国伝統芸能も披露され
ました。




